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Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
と
い
う「
底
力
」を
未
来
へ

　
２
０
１
４
年
10
月
か
ら
連
載
が
始
ま
っ
た

『
提
言
！
日
本
の
製
造
業
再
起
動
に
向
け

て
』
は
、
月
１
回
の
寄
稿
で
あ
る
。
お
陰
様

で
８
年
目
を
迎
え
て
お
り
、
初
稿
か
ら
長
き

に
渡
り
関
心
を
持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
読
者
も
多
く
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。

　
読
者
に
は
中
小
製
造
業
の
経
営
者
も
多
い

の
で
、
22
年
初
の
寄
稿
は
『
景
気
動
向
の
考

察
』
か
ら
始
め
た
い
。

　
年
が
明
け
、
多
く
の
中
小
製
造
業
の
経
営

環
境
は
（
一
部
の
業
界
を
除
き
）
足
元
で
は

明
る
い
が
、
先
行
き
予
想
に
慎
重
な
経
営
者

が
多
く
、
深
刻
な
課
題
が
内
包
し
て
い
る
事

が
伺
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
先
行
き
不
安
も
相

変
わ
ら
ず
、
半
導
体
や
部
品
・
素
材
の
調
達

難
に
よ
り
製
品
が
作
れ
な
い
悲
劇
に
襲
わ
れ

て
い
る
発
注
元
が
多
く
存
在
し
、
こ
の
状
況

が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
を
予
想
す
る
の
も
難

し
い
。
鋼
材
価
格
の
値
上
げ
な
ど
の
影
響
も

計
り
知
れ
ず
、
半
導
体
製
造
装
置
な
ど
の
継

続
的
受
注
増
加
の
明
る
い
話
題
が
あ
る
半
面

で
、
急
速
な
劣
化
に
よ
る
受
注
低
迷
業
界
も

あ
り
、
22
年
の
幕
開
け
は
「
ま
だ
ら
模
様
」

で
あ
る
。
私
の
今
年
の
寄
稿
は
、
劣
化
す
る

低
迷
業
界
の
実
態
と
原
因
を
浮
き
彫
り
に
し

つ
つ
、
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
中

で
、
『
希
望
と
勇
気
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

『
攻
め
の
戦
略
』
を
策
定
し
、
中
小
製
造
業

の
輝
か
し
い
未
来
の
創
造
を
探
求
す
る
。
そ

の
タ
イ
ト
ル
は
『
劣
化
列
島
日
本
／
希
望
と

勇
気
』
で
あ
り
、
本
稿
よ
り
数
回
に
渡
っ
て

連
載
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
２
年
間
の

間
に
、
社
会
概
念
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

事
は
皆
の
共
通
認
識
で
あ
る
が
、
不
幸
な
こ

と
に
時
代
の
変
化
の
渦
に
巻
か
れ
「
劣
化
」

の
顕
在
化
に
苦
し
ん
で
い
る
企
業
も
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。
特
に
「
メ
デ
ィ
ア
業
界
」

の
劣
化
は
超
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
。
大

手
新
聞
各
紙
を
頂
点
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
構
成

さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
業
界
は
、
系
列
下
部
の
テ

レ
ビ
局
が
強
大
な
力
で
君
臨
し
て
い
た
。
テ

レ
ビ
の
影
響
力
は
絶
大
で
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

系
の
広
告
代
理
店
や
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

の
隆
盛
を
伴
い
、
テ
レ
ビ
局
は
つ
い
数
年
前

ま
で
栄
華
を
き
わ
め
て
い
た
。
こ
の
テ
レ
ビ

局
を
含
む
メ
デ
ィ
ア
業
界
が
、
今
や
劣
化
の

象
徴
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ

『
鎌
倉
殿
の
13
人
』
は
、
歴
史
上
初
め
て
朝

廷
か
ら
幕
府
に
よ
る
政
治
が
始
ま
っ
た
鎌
倉

時
代
の
誕
生
を
描
く
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
筆
者

も
大
変
興
味
深
く
楽
し
み
に
し
て
い
る
一
人

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
私
の
会
社
の
20
、
30

代
若
者
社
員
20
人
ほ
ど
に
視
聴
の
有
無
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、
視
聴
者
は
ゼ
ロ
。
視
聴
者
は

私
だ
け
で
あ
る
。
今
後
は
見
る
気
あ
る
か
？

の
問
い
に
、
全
員
Ｎ
ｏ
。
愕
然
と
す
る
結
果

で
あ
る
。
若
者
の
テ
レ
ビ
離
れ
は
深
刻
で
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
の
み
な
ら
ず
、
当
社

の
若
者
社
員
は
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
な

く
、
テ
レ
ビ
は
要
ら
な
い
と
答
え
て
い
る
。

深
刻
な
若
者
の
テ
レ
ビ
離
れ
の
実
態
で
あ

る
。

　
数
年
前
に
他
界
し
た
私
の
母
親
の
安
ら
ぎ

は
、
テ
レ
ビ
で
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ

マ
は
格
別
の
娯
楽
で
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
の

信
頼
も
絶
大
で
、
大
河
ド
ラ
マ
は
、
ド
ラ
マ

を
見
な
が
ら
『
日
本
の
歴
史
や
日
本
人
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
学
ぶ
』
、
そ
ん
な
役
割

も
担
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
本
稿
は
、
『
劣

化
列
島
日
本
／
希
望
と
勇
気
』
の
初
稿
で
あ

る
の
で
、
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
』
を
題

材
に
、
『
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
潜
在
的
課
題
』
と
『
中
小
製
造
業
の

希
望
と
勇
気
』
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。
大

河
ド
ラ
マ
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ど
こ
で
つ
な
が
る
の
か
？
こ
の
疑

問
を
抱
く
御
仁
は
、
ぜ
ひ
こ
の
ま
ま
読
み
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。
短
兵
急
に
答
え
を
書

く
と
、
蒙
古
襲
来
や
黒
船
来
航
な
ど
の
外
圧

を
受
け
る
と
、
日
本
で
は
議
論
が
割
れ
て
闘

争
に
発
展
し
、
従
来
組
織
が
崩
壊
に
至
る
と

い
う
歴
史
事
実
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
得
ら
れ

る
教
訓
は
『
日
本
は
外
圧
に
よ
っ
て
破
壊
と

創
造
が
始
ま
る
の
だ
！
』
と
い
う
認
識
で
あ

る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に
は
『
聴
視
者
が

歴
史
に
目
覚
め
る
』
と
い
う
良
い
効
能
が
あ

っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
最
近

で
は
歴
史
を
知
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
。

『
川
を
上
れ
　
海
を
渡
れ
』
と
の
言
葉
が
あ

る
が
、
若
者
た
ち
が
日
本
の
歴
史
感
を
な
く

し
、
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
失
う
こ
と
に
危
惧
を
抱
き
つ
つ
、
外
圧
に

よ
る
「
破
壊
と
創
造
」
を
改
め
て
指
摘
し
て

み
た
い
。

　
鎌
倉
幕
府
の
崩
壊
は
「
蒙
古
襲
来
」
が
キ

ッ
カ
ケ
で
あ
り
、
江
戸
幕
府
の
崩
壊
は
「
黒

船
来
航
」
が
キ
ッ
カ
ケ
で
あ
る
。
こ
の
歴
史

解
説
は
割
愛
す
る
が
、
前
述
の
通
り
、
外
圧

に
よ
っ
て
鎌
倉
も
江
戸
も
崩
壊
し
た
こ
と
は

歴
史
的
事
実
で
あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
明
ら
か
に
海
外
か
ら

や
っ
て
き
た
外
圧
で
あ
る
。
今
日
の
日
本
で

は
、
産
学
官
一
体
と
な
っ
て
こ
の
外
圧
を
強

力
に
推
進
し
て
お
り
、
ス
ー
ツ
の
胸
に
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
バ
ッ
チ
が
一
種
の
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い

る
。
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
旗
印
に
Ｅ
Ｖ
完

全
移
行
を
宣
言
す
る
ド
イ
ツ
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
仮
面
を
か
ぶ
っ

た
偽
善
者
か
も
し
れ
な
い
。
彼
ら
は
、
デ
ィ

ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
失
策
で
日
本
の
自
動
車

勢
に
破
れ
、
敗
北
を
隠
し
た
戦
略
が
「
苦
肉

の
Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
」
と
も
考
え
ら
れ
る
。
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
本
質
を

理
解
し
、
自
社
の
明
快
な
経
営
戦
略
を
も
と

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
バ
ッ
チ
を
胸
に
光
ら
せ
る
経
営

者
は
尊
敬
に
値
す
る
が
、
こ
れ
が
キ
ッ
カ
ケ

で
社
員
同
士
の
結
束
が
緩
み
、
結
果
と
し
て

経
済
的
敗
者
や
組
織
崩
壊
と
な
る
危
険
が
内

包
し
て
い
る
事
も
事
実
で
あ
る
。

　
失
わ
れ
た
30
年
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

い
う
外
圧
に
屈
し
た
大
企
業
が
次
々
と
劣
化

し
、
衰
退
し
て
き
た
こ
と
を
我
々
は
知
っ
て

い
る
。
も
う
一
度
「
外
圧
に
よ
る
従
来
組
織

崩
壊
」
の
事
実
を
歴
史
か
ら
学
び
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
そ
し
て
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
に
日
本
は
ど
う
向
き

合
う
の
か
？
　
社
員
や
企
業
の
利
益
と
繁

栄
、
そ
し
て
国
益
第
一
主
義
を
掲
げ
つ
つ
、

組
織
の
発
展
を
目
指
す
「
攻
め
の
施
策
」
を

再
考
す
る
22
年
と
し
た
い
。
日
本
中
の
中
小

製
造
業
が
「
希
望
と
勇
気
」
を
掲
げ
、
日
本

人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
取
り
戻
し
、
大

発
展
す
る
22
年
に
な
る
こ
と
を
祈
る
。

株式会社アルファTKG社長　高木　俊郎

提　　言

日
本
の
製
造
業

再
起
動
に
向
け
て
●●83●●

　
高
木
俊
郎
（
た
か
ぎ
・
と
し
お
）
株
式
会

社
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
社
長
。
１
９
５
３
年
長

野
市
生
ま
れ
。
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
ア
マ

ダ
専
務
取
締

役
。
電
気
通
信

大
学
時
代
か
ら

ア
ジ
ア
を
中
心

に
海
外
を
訪
問

し
て
見
聞
を
広

め
、
77
年
に
ア
マ
ダ
入
社
後
も
海
外
販
売
本

部
長
や
欧
米
の
海
外
子
会
社
の
社
長
を
務
め

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
日
本
お

よ
び
世
界
の
製
造
業
を
見
て
き
た
。

劣
化
列
島
日
本
／
希
望
と
勇
気
①

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
／
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
１
９
７
５
年
生
ま
れ
の
私
は
、
い
わ
ゆ

る
就
職
氷
河
期
に
直
撃
し
た
世
代
で
あ

る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
日
本
経
済
が
低
迷

し
、
１
９
９
３
年
か
ら
２
０
０
５
年
ま
で

有
効
求
人
倍
率
は
１
・
０
を
下
回
り
、就
職

活
動
に
苦
労
し
た
思
い
出
が
あ
る
。
フ
リ

ー
タ
ー
や
非
正
規
社
員
が
増
加
し
た
の
も
こ
の

世
代
で
、
ロ
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
失
わ

れ
た
世
代
と
言
わ
れ
、
い
ま
も
働
き
方
で
苦
労

し
て
い
る
人
も
多
い
。
ま
た
企
業
も
こ
の
時
期

に
採
用
を
絞
っ
た
影
響
で
全
体
の
年
齢
分
布
構

成
が
い
び
つ
に
な
り
、現
在
、本
来
で
あ
れ
ば
中

堅
や
経
営
を
支
え
る
は
ず
の
30
代
や
40
代
の
経

験
豊
富
な
世
代
が
薄
く
な
っ
て
い
る
。
日
本
の

経
済
の
低
迷
は「
失
わ
れ
た
30
年
」な
ど
と
言
わ

れ
る
が
、そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て「
働
く
人

に
対
す
る
軽
視
」
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な

い
。
当
時
の
若
い
力
を
採
用
せ
ず
、教
育
せ
ず
、

経
験
を
積
ま
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
る

▼
い
ま
製
造
業
を
含
め
て
ど
の
産
業
で
も
人
手

不
足
で
就
職
氷
河
期
と
は
異
な
る
。し
か
し
、別

の
と
こ
ろ
で
ロ
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
失

わ
れ
た
世
代
を
生
み
出
し
て
し
ま
い
そ
う
な
危

険
な
兆
候
が
あ
る
。
そ
れ
が
２
０
２
０
年
の
コ

ロ
ナ
禍
発
生
後
に
採
用
さ
れ
た
新
卒
や
若
手
社

員
だ
。彼
ら
は
、こ
れ
ま
で
の
社
員
が
必
ず
経
験

し
て
き
た
研
修
や
教
育
、
社
内
外
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
フ
ォ
ロ
ー
を
受
け
ら
れ
な
い

ま
ま
、
現
在
必
死
に
業
務
に
向
か
っ
て
い
る
。

企
業
が
彼
ら
に
対
し
て
、
リ
モ
ー
ト
で
研
修
や

打
ち
合
わ
せ
な
ど
を
行
っ
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

る
と
言
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
形
と
は
ま
っ
た

く
異
な
る
た
め
、
基
本
的
な
ス
キ
ル
の
習
熟
度

は
従
来
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
測
る
こ
と
は
で
き
な

い
。コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
後
、揺
り
戻
し
で
リ

ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
な
っ

た
時
、
リ
ア
ル
を
経
験
し
て
い
な
い
彼
ら
が
対

ロストジェネレーションを防げ　コロナ禍の若手社員に手厚いフォローを

　
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
」
や
「
つ
な
が

る
」
と
い
っ
た
現
在
の
製
造

業
Ｄ
Ｘ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
の
根
幹
を
な
す
技
術

が
、
新
た
な
時
代
を
切
り
拓

く
新
し
い
も
の
づ
く
り
コ
ン

セ
プ
ト
で
あ
る
と
大
々
的
に

登
場
し
た
の
が
、
15
年
の
開

催
時
。
ち
ょ
う
ど
第
４
次
産

業
革
命
や
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

４
・
０
に
注
目
を
集
め
て
い

た
時
期
で
、
機
器
や
装
置
同

士
が
つ
な
が
っ
て
情
報
を
や

り
と
り
す
る
こ
と
で
よ
り
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
制
御
を
実
現
で

き
る
と
し
て
、
と
に
か
く

「
接
続
を
す
る
こ
と
」
や

「
横
の
つ
な
が
り
」
を
意
識

し
た
製
品
や
技
術
が
多
く
出

展
さ
れ
た
。

　
17
年
に
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
進
化

し
、
信
号
や
情
報
の
や
り
と

り
は
フ
ィ
ー
ル
ド
層
、
エ
ッ

ジ
層
、
上
位
シ
ス
テ
ム
層
、

基
幹
シ
ス
テ
ム
と
複
数
の
レ

イ
ヤ
ー
に
ま
た
が
っ
て
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
縦
横

の
つ
な
が
り
と
エ
ッ
ジ
層
に

注
目
が
集
ま
っ
た
。
Ｉ
Ｔ
だ

け
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
は
実
現
で
き
ず
、
現
場

の
技
術
が
重
要
だ
と
し
て

「
Ｏ
Ｔ
と
Ｉ
Ｔ
の
融
合
」が
叫

ば
れ
た
の
は
こ
の
時
期
だ
。

　
19
年
の
前
回
は
コ
ロ
ナ
禍

が
は
じ
ま
る
直
前
の
開
催

で
、
「
日
本
の
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｄ

Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
が
世
界
を
加

速
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲

げ
、
つ
な
ぐ
・
つ
な
げ
る
は

既
に
当
た
り
前
の
技
術
で
あ

り
、
こ
こ
で
は
Ａ
Ｉ
を
使
っ

て
制
御
に
知
能
を
付
与
し
、

よ
り
高
度
な
制
御
と
自
律
化

を
実
現
し
よ
う
と
い
う
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
技
術
が
紹
介
さ
れ

た
。

　
そ
し
て
22
年
の
今
回
は
、

こ
れ
ま
で
の
蓄
積
で
第
４
次

産
業
革
命
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
４
・
０
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ス
マ

ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
等
の
要

素
技
術
と
実
現
に
向
け
た
手

法
が
あ
る
程
度
出
そ
ろ
い
、

そ
こ
に
５
Ｇ
や
Ａ
Ｉ
、
統
合

制
御
や
ソ
フ
ト
モ
ー
シ
ョ
ン

と
い
っ
た
新
た
な
技
術
ト
レ

　
１
月
26
日
か
ら
３
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
２
年
に
一
度
の
計
測
・
制
御

技
術
、
さ
ら
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
構
築
や
製
造
業
Ｄ
Ｘ
に
向
け
た
要
素

技
術
の
専
門
展
示
会
「
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
２
０
２
２
」
が
開
幕
し
た
。
今
回
は
リ
ア
ル

展
に
加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
展
（
〜
２
月
25
日
ま
で
）
も
同
時
に
行
わ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
で
の
厳
し
い
状
況
下
で
の
実
施
だ
が
、
よ
り
高
度
な
自
動
化

に
向
け
た
各
社
の
取
り
組
み
に
期
待
だ
。 

（
関
連
特
集
８
〜
14
面
）

リ
ア
ル
展 

オ
ン
ラ
イ
ン
併
催

製
造
業
Ｄ
Ｘ
、脱
炭
素
へ
新
技
術

ン
ド
が
加
わ
っ
て
い
る
。
よ

り
具
体
的
で
実
践
的
な
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
即
し
た
製

品
・
技
術
と
、
新
し
い
も
の

づ
く
り
に
必
要
な
最
新
技
術

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
製
造
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
Ｄ
Ｘ
を
筆
頭

に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
や
新
し
い
働
き
方
を

積
極
的
に
採
用
し
て
い
こ
う

と
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
製
造
業
メ
ー

　
日
本
能
率
協
会
（
Ｊ
Ｍ

Ａ
）
は
、
日
本
、
お
よ
び
ア

ジ
ア
地
域
に
進
出
し
て
い
る

製
造
業
の
生
産
性
や
品
質
の

向
上
、
改
善
活
動
に
成
果
を

あ
げ
た
工
場
を
表
彰
す
る

「
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
　
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｏ

Ｒ
Ｙ
賞
」
の
第
10
回
の
受
賞

企
業
と
し
て
、
青
森
オ
リ
ン

パ
ス
、
花
王
、
Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
、

東
レ
の
４
社
・
４
工
場
を
決

定
し
た
。

◇

　
４
社
の
賞
と
概
要
は
次
の

通
り
。

　
【
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
賞
】
＝
オ
リ
ン
パ
ス

／
青
森
オ
リ
ン
パ
ス

　
日
本
（
青
森
県
）
（
医
療

用
内
視
鏡
関
連
製
品
（
医
療

用
処
置
具
製
品
）
の
開
発
・

製
造
）

　
【
も
の
づ
く
り
人
材
育
成

貢
献
賞
】
＝
花
王
／
花
王
　

栃
木
工
場

　
日
本
（
栃
木
県
）
（
紙
お

む
つ
、
生
理
用
品
、
掃
除
用

シ
ー
ト
な
ど
の
製
造
）

　
【
も
の
づ
く
り
プ
ロ
セ
ス

革
新
賞
】
＝
Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
／
Ｊ

Ｕ
Ｋ
Ｉ
　
大
田
原
工
場

　
日
本
（
栃
木
県
）
（
工
業

用
ミ
シ
ン
製
造
、
Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｉ

グ
ル
ー
プ
マ
ザ
ー
工
場
と
し

て
の
拠
点
）

　
【
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
賞
】
＝
東
レ
／
東
レ

岐
阜
工
場

　
日
本
（
岐
阜
県
）
ス
エ
ー

ド
調
人
工
皮
革
（
ウ
ル
ト
ラ

ス
エ
ー
ド
）
、
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
フ
ィ
ル
ム
（
ル
ミ
ラ

ー
）
、
ポ
リ
フ
ェ
ニ
レ
ン
サ

ル
フ
ァ
イ
ド
フ
ィ
ル
ム
（
ト

レ
リ
ナ
の
製
造
）

　
「
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
　
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ

Ｏ
Ｒ
Ｙ
賞
」
は
、
ア
ジ
ア
地

域
で
工
場
の
生
産
性
向
上
、

品
質
向
上
な
ど
体
質
革
新
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例

に
着
目
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス

や
成
功
要
因
、
現
場
の
知

恵
、
働
く
方
々
の
意
識
改

革
、
社
会
的
貢
献
な
ど
の
内

容
を
日
本
製
造
業
の
範
と
し

て
顕
彰
す
る
も
の
。

カ
ー
に
対
し
て
は
、
脱
炭
素

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
貢
献

も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
単
な
る
Ｑ
Ｃ
Ｄ
向

上
だ
け
で
な
く
、
取
り
巻
く

社
会
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
ヒ
ン
ト
も
転
が
っ
て
い

る
。

　
リ
ア
ル
展
で
の
会
場
展
示

・
セ
ミ
ナ
ー
に
加
え
、
オ
ン

ラ
イ
ン
展
で
も
数
多
く
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
も
開

催
さ
れ
て
い
る
。
新
時
代
の

計
測
・
制
御
技
術
を
ぜ
ひ
体

験
し
て
み
て
ほ
し
い
。

　
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｐ
Ａ
Ｃ

Ｋ
２
０
２
２
　
日
本
包
装
産

業
展
」
（
主
催
＝
日
本
包
装

機
械
工
業
会
）
が
、
２
月
15

日
〜
18
日
ま
で
の
４
日
間
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
の
西
展

示
棟
（
１
〜
４
ホ
ー
ル
）
・

南
展
示
棟
（
１
〜
２
ホ
ー

ル
）
で
開
催
さ
れ
る
。
ま

た
、
１
月
17
日
か
ら
は
オ
ン

ラ
イ
ン
展
示
会
を
開
催
し
て

お
り
、
リ
ア
ル
と
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
展
に
は
、
製
造
加
工
か

ら
計
量
・
充
填
・
包
装
・
印

刷
・
印
字
・
検
査
・
梱
包
と

い
っ
た
製
造
ラ
イ
ン
全
体
に

お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

新
製
品
や
新
技
術
お
よ
び
新

シ
ス
テ
ム
な
ど
が
国
内
外
か

ら
多
数
集
結
。
33
回
目
の
今

回
は
「
と
も
に
つ
く
る
未
来

の
包
程
式
」
を
テ
ー
マ
に
、

出
展
者
数
は
３
０
６
社
（
リ

ア
ル
展
２
７
１
／
オ
ン
ラ
イ

ン
展
35
）
、
出
展
小
間
数
は

１
５
０
７
と
な
っ
て
い
る
。

　
近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
製
品
を
よ
り
衛
生
的
に

保
つ
こ
と
の
で
き
る
包
装

や
、
製
造
過
程
の
生
産
性
を

向
上
す
る
自
動
化
（
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
持
続

可
能
な
社
会
や
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
な
ど
、
包
装
に

お
け
る
新
た
な
付
加
価
値
創

出
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
あ

ら
ゆ
る
点
で
『
包
む
』
こ
と

へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い

る
。

Ｊ
Ｍ
Ａ「
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
賞
」

４
社
４
工
場
を
決
定

生
産
性
、品
質
向
上
な　

　

ど

評
価

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｋ
２
０
２
２

２
月
15
日
か
ら
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト

で

オ
ン
ラ
イ
ン
は
開
催
中

IIFES開幕

応
で
き
る
か
ど
う
か
は
未
知
数
だ
▼
以
前
な
ら
ば
先
輩

社
員
と
同
行
し
て
顧
客
と
の
話
し
方
や
提
案
方
法
等
を

肌
で
感
じ
、
移
動
中
も
話
を
す
る
こ
と
で
多
く
の
こ
と

を
吸
収
で
き
る
。慣
れ
て
き
た
ら
、若
手
を
前
に
出
し
、

先
輩
が
フ
ォ
ロ
ー
に
回
っ
て
成
長
度
合
い
を
見
る
こ
と

も
で
き
た
。
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
業
務
の
習
熟
度

合
い
を
判
断
し
つ
つ
、
自
分
た
ち
と
同
じ
経
験
を
積
ま

せ
て
共
通
の
土
台
と
認
識
で
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
し
か
し
今
は
そ
れ
が
で
き
な
い
。
い
ず
れ
コ
ロ
ナ

禍
は
収
束
す
る
。
リ
モ
ー
ト
オ
ン
リ
ー
の
こ
の
状
態
は

一
時
的
な
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
若

手
に
と
っ
て
こ
の
状
況
で
新
人
時
代
を
過
ご
し
た
こ
と

が
不
利
に
な
る
こ
と
だ
け
は
避
け
た
い
。
ロ
ス
ト
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
再
発
は
防
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
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ｇ
ｅ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
認
定
製
品

と
な
る
。
簡
単
で
迅
速
に
診

断
が
で
き
、
軸
受
情
報
や
運

転
情
報
な
ど
の
設
定
が
い
ら

ず
、
他
メ
ー
カ
ー
の
軸
受
の

診
断
も
可
能
。
設
備
や
稼
働

状
況
を
監
視
し
、
生
産
現
場

で
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
収
集
・
分
析
す
る
こ
と

で
、
設
備
の
不
具
合
や
故
障

を
い
ち
早
く
知
り
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
性
や
生
産
性
の
向
上
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｅ
Ｃ
Ｃ
の
Ｐ
ｏ
構
築
支
援

サ
ー
ビ
ス
は
、
Ｉ
ｏ
シ
ス
テ

ム
構
築
を
検
討
す
る
ユ
ー
ザ

に
、
Ｅ
Ｃ
Ｃ
が
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
ｃ

ｒ
ｏ
ｓ
基
本
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
産
業

Ｐ
や
関
連
機
器
（
Ｐ
ｏ
Ｃ
キ

ッ
ト
）
を
一
定
期
間
無
償
で

貸
し
出
し
、
必
要
な
設
定
作

業
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
。

同
ア
プ
リ
が
追
加
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
軸
受
診
断
ア
プ

リ
体
験
用
の
機
器
無
償
で
借

り
る
こ
と
が
で
き
、
手
軽
に

軸
受
診
断
の
ト
ラ
イ
ア
ル
が

比
較
的
均
一
に
照
射
す
る
ワ

イ
ド
タ
イ
プ
、
指
向
性
が
高

く
検
査
対
象
物
と
の
距
離
が

離
れ
て
い
て
も
比
較
的
高
い

放
射
照
度
を
示
す
ナ
ロ
ー
タ

イ
プ
に
加
え
、
ミ
デ
ィ
ア
ム

タ
イ
プ
を
追
加
し
、
３
種
類

の
光
の
指
向
性
を
検
査
環
境

に
応
じ
て
選
べ
る
。
し
か

も
、
指
向
性
ナ
ロ
ー
タ
イ
プ

で
は
従
来
品
比
約
20
％
軽
量

化
す
る
と
と
も
に
、
筐
体
の

奥
行
き
も
、
全
タ
イ
プ
で
62

㍉
㍍
か
ら
44
㍉
㍍
、
高
さ
を

指
向
性
ナ
ロ
ー
タ
イ
プ
で
は

42
㍉
㍍
か
ら
30
㍉
㍍
に
コ
ン

パ
ク
ト
化
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア

ー
ム
や
検
査
装
置
へ
の
容
易

な
取
り
付
け
を
実
現
。

　
さ
ら
に
Ｈ
Ｌ
Ｄ
Ｌ
３
シ
リ

ー
ズ
は
、
サ
イ
ズ
が
発
光
面

長
１
５
０
㍉
㍍
〜
１
８
０
０

㍉
㍍
（
１
５
０
㍉
㍍
単
位
）

で
12
サ
イ
ズ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
発
光

色
は
赤
・
青
・
白
・
赤
外
の

４
種
、
光
の
指
向
性
が
３

で
、
合
計
１
４
４
機
種
を
、

Ｈ
Ｌ
Ｄ
Ｒ
３
シ
リ
ー
ズ
は
、

筐
体
直
径
が
１
０
０
㍉
㍍
の

１
サ
イ
ズ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
発
光
色

は
赤
・
青
・
白
・
赤
外
の
４

種
で
、
合
計
12
機
種
を
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
と
し
て
い
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
部
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
完
全
性
を
定
期
的
に
診

断
す
る
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
巡
回
冗
長

検
査
）
機
能
を
実
装
。
異
常

を
検
出
し
た
場
合
は
シ
ス
テ

ム
ア
ラ
ー
ム
を
発
報
す
る
。

　
ま
た
、
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｍ
　

Ｖ
Ｐ
　
Ｒ
６
・
09
へ
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
に
よ
り
、
操
作
監

視
機
能
で
あ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン

・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
統
合
情
報

サ
ー
バ
の
画
面
の
呼
び
出
し

が
可
能
に
な
り
、
設
備
や
装

置
の
運
転
状
況
な
ど
の
操
業

デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
安
全
性
を
強
化
す

る
た
め
、
最
新
Ｐ
ｒ
ｏ
Ｓ
ａ

ｆ
ｅ
―
Ｒ
Ｓ
　
Ｒ
４
・
07
　

の
開
発
に
よ
り
、
Ｓ
Ｉ
Ｌ
２

の
安
全
計
装
シ
ス
テ
ム
Ｐ
ｒ

ｏ
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
―
Ｒ
Ｓ
　
Ｌ
ｉ

ｔ
ｅ
が
、
防
爆
規
格
（
Ａ
Ｔ

Ｅ
Ｘ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
ｘ
／
Ｅ
Ｃ

Ａ
Ｓ
―
Ｅ
ｘ
）
、
お
よ
び
船

級
規
格
に
対
応
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
爆
発
の
可
能
性
の

あ
る
エ
リ
ア
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
な

　
Ｎ
Ｔ
Ｎ
は
、
軸
受
診
断
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ｅ
Ｃ

Ｃ
）
が
無
償
で
提
供
す
る
Ｐ

ｏ
Ｃ
構
築
支
援
サ
ー
ビ
ス
に

同
ア
プ
リ
が
追
加
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
同
ア
プ
リ
は
、
軸
受
近
傍

に
設
置
さ
れ
た
振
動
セ
ン
サ

の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
軸
受

の
異
常
を
診
断
で
き
る
Ｅ
ｄ

　
シ
ー
シ
ー
エ
ス
（
京
都
市

上
京
区
）は
、画
像
処
理
検
査

用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
バ
ー
照
明
「
Ｈ
Ｌ

Ｄ
Ｌ
３
シ
リ
ー
ズ
」
と
リ
ン

グ
照
明
「
Ｈ
Ｌ
Ｄ
Ｒ
３
シ
リ

ー
ズ
」
を
２
０
２
１
年
12
月

10
日
か
ら
販
売
開
始
し
た
。

今
回
発
売
す
る
製
品
は
、
既

発
売
の
Ｈ
Ｌ
Ｄ
Ｌ
２
シ
リ
ー

ズ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
高
出
力
化
と
光

学
系
の
開
発
に
よ
り
、
従
来

品
比
で
最
大
約
１
・
７
倍
の

明
る
さ
を
実
現
し
、
高
速
搬

送
の
製
造
ラ
イ
ン
で
も
、
明

る
く
精
細
な
画
像
を
取
得
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
生

産
性
向
上
に
貢
献
す
る
。
同

時
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
基
板
と
部
材

の
設
計
を
工
夫
し
た
効
率
的

な
放
熱
（
特
許
出
願
済
）
を

実
現
し
、
従
来
品
同
等
の
価

格
に
し
た
。

　
ま
た
、
照
射
範
囲
が
広
く

　
安
川
電
機
の
連
結
子
会

社
、
韓
国
安
川
電
機
は
１
月

19
日
、
韓
国
有
数
の
塗
装
／

シ
ー
リ
ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
メ
ー
カ
ー
、
ド
ゥ
リ
ム

安
川
の
株
式
３
万
５
０
９
８

株
を
２
６
３
億
ウ
ォ
ン
で
追

加
取
得
し
、
持
ち
株
比
率
を

35
％
か
ら
62
・
75
％
（
持
株

数
７
万
９
３
６
６
株
）
に
高

め
た
。

　
韓
国
安
川
電
機
は
、
２
０

１
６
年
に
ド
ゥ
リ
ム
安
川
に

出
資
し
た
が
、
塗
装
／
シ
ー

リ
ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

市
場
で
の
さ
ら
な
る
成
果
の

　
人
は
誰
で
も
心
身
と
も
に
健

康
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
願
っ
て

い
る
。
身
体
に
は
気
を
使
っ
て

不
調
を
さ
と
っ
た
ら
す
ぐ
対
応

す
る
が
、
精
神
的
不
調
に
は
そ

れ
ほ
ど
敏
感
で
は
な
く
、
予
防

処
置
は
後
回
し
に
な
る
。
精
神

的
不
調
は
ス
ト
レ
ス
と
関
係
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
で
ス
ト
レ
ス
は
一
般
的
に
悪

者
扱
い
を
さ
れ
る
。
人
間
の
脳

は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
脳
の

シ
ス
テ
ム
が
作
動
し
て
ス
ト
レ

ス
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
す
る
。
こ

の
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
は
心
拍

数
を
上
げ
て
身
体
の
迅
速
な
働

き
を
促
す
。
し
た
が
っ
て
こ
の

ホ
ル
モ
ン
の
適
度
な
分
泌
に
よ

っ
て
集
中
力
が
生
ま
れ
、
思
考

機
能
は
活
発
に
な
る
。
ス
ト
レ

ス
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
な
け

れ
ば
無
気
力
に
な
る
と
言
う
。

　
販
売
員
は
売
上
予
定
の
心

配
、
顧
客
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
新

規
開
拓
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
、
等

々
の
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
多
忙

な
一
日
を
過
ご
す
。
今
日
は
何

と
な
く
エ
ン
ジ
ン
の
か
か
り
が

遅
い
と
感
じ
る
の
は
、
ス
ト
レ

ス
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
極
端
に

少
な
い
と
言
う
こ
と
な
の
だ
。

　
販
売
員
は
出
掛
け
る
前
の
処

理
が
終
わ
り
、
顧
客
へ
向
か
う

時
、
天
気
が
い
い
と
晴
れ
や
か

な
気
分
に
な
り
、
今
日
は
テ
ー

マ
が
見
つ
か
り
そ
う
だ
「
よ

し
」
と
自
分
を
鼓
舞
す
れ
ば
ス

ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
し
、

機
敏
に
身
体
が
動
く
。
こ
の
よ

う
な
販
売
員
に
か
か
る
ス
ト
レ

ス
は
や
る
気
を
出
す
応
援
団
に

な
る
。

　
し
か
し
販
売
員
が
受
け
る
日

々
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
強
い
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
、
そ
れ
が
長
期

間
続
く
と
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン

が
大
量
に
増
え
て
精
神
的
不
調

を
訴
え
る
よ
う
に
な
る
と
言
わ

れ
る
。
ス
ト
レ
ス
は
と
も
か
く

厄
介
な
も
の
で
あ
る
が
必
要
な

の
で
あ
る
。
販
売
員
が
営
業
に

出
た
ば
か
り
の
頃
に
は
強
い
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
、
辞
め
た
く

な
る
も
の
だ
が
少
し
ず
つ
顧
客

関
係
に
慣
れ
て
く
る
と
、
強
い

ス
ト
レ
ス
を
善
玉
ス
ト
レ
ス
に

代
え
て
営
業
を
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
に
で
き
て
く
る
。

　
平
成
時
代
か
ら
や
っ
て
い
る

営
業
で
は
次
々
と
新
し
い
顧
客

を
作
る
の
で
は
な
く
、
顧
客
密

着
で
売
り
上
げ
を
模
索
す
る
も

の
で
あ
っ
た
か
ら
強
い
ス
ト
レ

ス
が
次
々
と
か
か
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
令
和
時
代
の
営
業
は

ス
ト
レ
ス
と
ど
の
よ
う
な
関
わ

り
に
な
る
の
か
。
令
和
の
社
会

は
デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
や
脱
炭

素
化
等
々
が
製
造
業
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

　
顧
客
が
作
る
製
造
品
も
従
来

と
同
じ
製
品
と
は
限
ら
な
い
。

製
造
現
場
も
新
し
い
技
術
が
入

っ
て
き
て
投
資
が
従
来
と
は
違

う
分
野
へ
広
が
っ
て
い
く
だ
ろ

う
。
そ
う
な
る
と
顧
客
の
中
で

販
売
員
の
密
着
し
て
き
た
部
所

の
予
算
が
相
対
的
に
縮
小
す
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
分
、
他

の
部
所
が
予
算
的
に
活
気
を
帯

び
る
。

　
攻
め
の
営
業
を
す
る
な
ら
顧

客
の
中
の
新
規
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

少
し
軸
足
を
ず
ら
す
必
要
が
あ

る
。
人
は
知
っ
て
い
る
人
に
は

暖
か
い
が
知
ら
な
い
人
に
は
冷

た
い
も
の
だ
。
顧
客
密
着
営
業

に
慣
れ
き
っ
て
い
る
販
売
員
が

未
知
の
人
に
部
所
や
取
引
先
に

積
極
的
に
訪
問
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
断
ら
れ
る
不
安
が
先
に
立

っ
て
強
い
ス
ト
レ
ス
に
な
る
。

　
と
く
に
平
成
生
ま
れ
の
販
売

員
は
人
と
の
関
係
づ
く
り
が
苦

手
で
あ
る
。
自
然
と
新
規
の
訪

問
か
ら
足
が
遠
の
く
。
そ
れ
で

も
従
来
通
り
の
顧
客
密
着
で
売

り
上
げ
が
急
に
減
少
す
る
こ
と

は
な
い
が
油
断
は
禁
物
だ
。
密

着
し
て
い
た
人
や
部
所
と
は
違

う
人
や
部
所
か
ら
の
需
要
が
多

く
な
っ
て
い
た
り
、
多
く
の
仕

事
が
従
来
と
は
違
う
ベ
ン
ダ
ー

で
や
っ
て
い
た
り
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
る
。

　
だ
か
ら
、
油
断
を
す
る
な
と

言
わ
れ
新
規
訪
問
を
試
み
る

が
、
反
応
が
弱
く
宿
題
を
も
ら

え
な
か
っ
た
ら
再
度
の
訪
問
は

し
な
い
。
こ
の
あ
き
ら
め
は
強

い
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
精
神
的
不

調
か
ら
の
自
己
防
衛
な
の
だ
。

無
理
強
い
は
禁
物
で
あ
る
。
さ

れ
ど
成
長
す
る
に
は
新
規
訪
問

は
必
要
だ
。
そ
こ
で
強
い
ス
ト

レ
ス
を
緩
和
し
適
度
の
ス
ト
レ

ス
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
促
せ
ば

い
い
。

　
そ
う
す
る
に
は
心
に
多
少
の

余
裕
が
い
る
。
余
裕
を
作
る
一

つ
の
方
法
が
あ
る
。
そ
れ
は
無

理
し
て
自
ら
し
ゃ
べ
ろ
う
と
せ

ず
自
分
流
の
や
り
方
で
相
手
に

し
ゃ
べ
ら
せ
る
コ
ツ
を
つ
か
む

こ
と
だ
。
簡
単
で
は
な
い
が
、

①
回
数
を
重
ね
て
経
験
を
積
む

か
、
②
自
分
の
持
ち
味
を
生
か

し
、
そ
れ
に
合
っ
た
準
備
を
し

て
コ
ツ
コ
ツ
始
め
る
し
か
な

い
。

適
度
な
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
分
泌

自
分
流
の
や
り
方
で
心
に
余
裕
を

�

　
横
河
電
機
は
、
統
合
生
産

制
御
シ
ス
テ
ム
「
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

Ｕ
Ｍ
　
Ｖ
Ｐ
（
セ
ン
タ
ム
・

ブ
イ
ピ
ー
）
」
が
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
関
す
る
国
際
認
証

推
進
組
織
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
の
Ｉ
Ｓ

Ａ
Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｅ
　
Ｃ
Ｓ
Ａ

　
Ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
　
１
認
証
を

取
得
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｍ
　
Ｖ
Ｐ
、
お

よ
び
安
全
計
装
シ
ス
テ
ム
Ｐ

ｒ
ｏ
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
―
Ｒ
Ｓ
（
プ

ロ
セ
ー
フ
ア
ー
ル
エ
ス
）
の

両
方
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

最
新
の
国
際
標
準
規
格
に
対

応
し
た
。

　
ま
た
、
防
爆
規
格
と
船
級

規
格
を
満
た
す
Ｐ
ｒ
ｏ
Ｓ
ａ

ｆ
ｅ
―
Ｒ
Ｓ
　
Ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
、

お
よ
び
こ
れ
に
対
応
す
る
統

合
機
器
管
理
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ｐ
Ｒ
Ｍ
（
ピ
ー

ア
ー
ル
エ
ム
）
の
最
新
版
を

開
発
し
た
。

　
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｅ
　

Ｃ
Ｓ
Ａ
は
、
制
御
機
器
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
国
際

標
準
規
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
２
４
４
３

―
４
―
１
、
お
よ
び
Ｉ
Ｅ
Ｃ

６
２
４
４
３
―
４
―
２
に
準

拠
し
た
認
証
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｍ

　
Ｖ
Ｐ
で
の
認
証
取
得
で

は
、
プ
ラ
ン
ト
制
御
を
行
う

　
三
菱
電
機
は
、
イ
オ
ン
モ

ー
ル
常
滑
（
愛
知
県
）
で
米

・
Ｃ
ａ
ｒ
ｔ
ｋ
ｅ
ｎ
（
カ
ー

ト
ケ
ン
）
社
の
自
律
走
行
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
る
商
品
搬
送
サ

ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
を
１
月

11
日
か
ら
開
始
し
た
。

　
こ
の
搬
送
サ
ー
ビ
ス
は
、

ア
プ
リ
か
ら
注
文
し
た
飲
食

店
の
商
品
を
、
離
れ
た
場
所

で
も
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
が

配
送
し
て
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
。
今
回
新
た
に

開
発
し
た
配
送
管
理
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
）
で
、
自
分
の
居
場
所
や

混
雑
状
況
に
関
係
な
く
注
文

や
配
送
が
可
能
。

　
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
は
、

画
像
処
理
技
術
を
活
用
し
て

段
差
の
乗
り
越
え
が
で
き
る

高
い
走
破
性
能
に
加
え
、
遠

隔
で
の
走
行
見
守
り
機
能
を

備
え
て
お
り
、
安
全
・
安
心

な
運
行
を
実
現
で
き
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
走
行
時
間
や
場

所
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
、
専
門
店
従
業
員
の
負
担

を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が

可
能
。
今
後
、
配
送
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
さ
ら
な
る
最
適

化
を
進
め
る
こ
と
で
、
新
た

な
カ
ス
タ
マ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ

エ
ン
ス
（
Ｃ
Ｘ
）
の
創
造
を

具
現
化
し
、
リ
ア
ル
モ
ー
ル

の
魅
力
向
上
を
進
め
る
。

横
河
電
機 

統
合
生
産
制
御
シ
ス
テ
ム

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、安
全
性
強
化

最
新
の
国
際
標
準
規
格
に
対
応

商品搬送サービス実証
三菱電機 米社自律走行ロボ

ット導入

韓
国
の
ロ
ボ
ッ
ト
メ

ー
カ
ー
に
追
加
出
資

安川電機

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
へ
フ
ァ
ン
ド

三菱電機
取
り
込
み
を
期
待
し
、
持
ち

株
比
率
を
高
め
た
。

　
ド
ゥ
リ
ム
安
川
は
１
９
９

３
年
設
立
で
、
資
本
金
は
６

億
３
２
０
０
万
ウ
ォ
ン
。
20

年
12
月
期
の
売
上
高
は
８
７

２
億
ウ
ォ
ン
。

　
同
社
で
は
今
後
も
持
ち
株

比
率
を
高
め
て
い
く
方
針
。

　
三
菱
電
機
と
独
立
系
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
で
あ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ブ
レ
イ
ン

は
、
運
用
総
額
50
億
円
の
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ

ャ
ピ
タ
ル
（
Ｃ
Ｖ
Ｃ
）
フ
ァ

ン
ド
「
Ｍ
Ｅ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
フ
ァ
ン
ド
」
を
設
立
し
た

こ
の
フ
ァ
ン
ド
を
通
じ
て
、

革
新
的
な
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
有
す
る
国
内
外
の

有
望
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
の
成
長
支
援
を
行
う
と
共

に
、
三
菱
電
機
と
の
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
加
速

さ
せ
る
こ
と
で
、
事
業
モ
デ

ル
の
変
革
や
新
規
事
業
の
創

出
を
目
指
す
。
運
用
期
間
は

10
年
間
。

製
造
子
会
社

３
社
を
合
併ＴＤ

Ｋ

　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
は
、
電
子
部
品
ビ

ジ
ネ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
の
関
連

製
造
子
会
社
３
社
を
合
併

し
、
新
会
社
「
Ｔ
Ｄ
Ｋ
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
ズ
」
（
秋
田
県
由
利
本
荘

市
、
林
隆
司
社
長
、
資
本
金

２
億
円
）
を
２
０
２
２
年
４

月
１
日
付
で
設
立
す
る
。

　
統
合
す
る
の
は
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ

秋
田
（
秋
田
県
由
利
本
荘

市
）
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
庄
内
（
山
形

県
鶴
岡
市
）
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
甲
府

（
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス

市
）
。

　
３
社
を
１
社
に
統
合
し
、

各
社
が
保
有
す
る
生
産
技
術

や
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有

し
、
一
貫
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
で
さ
ら
な
る
モ
ノ
づ
く

り
力
を
強
化
す
る
も
の
。

　
従
業
員
数
は
、
約
６
７
０

０
人
。

社
内
カ
ン
パ
ニ
ー

４
月
か
ら
導
入
へ

藤
井
産
業

　
藤
井
産
業
は
、
２
０
２
２

年
４
月
１
日
か
ら
「
社
内
カ

ン
パ
ニ
ー
制
」
を
導
入
す

る
。

　
「
マ
テ
リ
ア
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
」
に

は
、
電
設
部
門
、
建
設
資
材

部
、
情
報
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

部
が
、
「
イ
ン
フ
ラ
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
」

に
は
、
産
業
シ
ス
テ
ム
部
、

建
設
シ
ス
テ
ム
部
、
設
備
シ

ス
テ
ム
部
が
所
属
す
る
。
権

限
の
委
譲
と
責
任
の
明
確
化

に
よ
り
、
事
業
特
性
に
応
じ

た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
制
度
等

の
構
築
を
可
能
と
す
る
こ
と

で
自
律
的
成
長
を
促
し
、
事

業
間
シ
ナ
ジ
ー
の
最
大
化
、

コ
ス
ト
構
造
の
最
適
化
を
目

指
す
の
が
狙
い
。

　
ま
た
、
社
長
室
と
管
理
部

門
を
再
編
統
合
し
て
「
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
本
部
」
を
設
け
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
等
の

さ
ら
な
る
強
化
な
ど
を
進
め

る
。

三菱電機イオンモール常滑での
配送イメージ

ど
の
船
上
に
も
導
入
が
可
能

に
な
り
、
既
に
両
規
格
を
取

得
済
み
の
Ｓ
Ｉ
Ｌ
３
の
Ｐ
ｒ

ｏ
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
―
Ｒ
Ｓ
と
用
途

に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
こ
と

で
、
最
適
な
コ
ス
ト
で
の
プ

ラ
ン
ト
の
安
全
計
装
が
可
能

に
な
る
。
な
お
、
Ｐ
ｒ
ｏ
Ｓ

ａ
ｆ
ｅ
―
Ｒ
Ｓ
　
Ｌ
ｉ
ｔ
ｅ

に
接
続
さ
れ
て
い
る
機
器
に

対
応
可
能
な
最
新
の
統
合
機

器
管
理
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
パ
ッ

ケ
ー
ジ
Ｐ
Ｒ
Ｍ
　
Ｒ
４
・
05

も
開
発
し
た
。

画
像
処
理
検
査
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

明
る
さ
従来比

最
大
1.7
倍

シーシーエス

Ｎ
Ｔ
Ｎ
と
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ

軸
受
診
断
ア
プ
リ

体
験
用
機
器
を
無
償
貸
出

可
能
に
な
る
。

バ
ル
ブ
解
析
診
断

鹿
島
石
油
に
納
入

ア
ズ
ビ
ル

　
ア
ズ
ビ
ル
は
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
グ
ル
ー
プ
の
鹿
島
石
油
鹿

島
製
油
所
（
茨
城
県
神
栖

市
）
の
石
油
精
製
プ
ロ
セ
ス

の
間
接
脱
硫
装
置
、
接
触
改

質
装
置
な
ど
主
要
装
置
向
け

に
、
２
０
２
２
年
春
よ
り

「
Ｄ
ｘ
　
Ｖ
ａ
ｌ
ｖ
ｅ
　
Ｃ

ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
　
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ

ｅ
」
を
納
入
す
る
。
こ
の
サ

ー
ビ
ス
は
、
バ
ル
ブ
の
解
析

診
断
結
果
を
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ

ン
ツ
で
提
供
す
る
ク
ラ
ウ
ド

型
サ
ー
ビ
ス
。

　
診
断
結
果
（
デ
ー
タ
）
に

基
づ
い
た
バ
ル
ブ
の
健
全
性

確
認
を
適
宜
行
う
こ
と
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
デ
ー
タ
に

よ
る
判
断
を
加
味
し
た
経
験

だ
け
に
頼
ら
な
い
調
節
弁
の

状
態
基
準
保
全
に
よ
る
整
備

計
画
策
定
を
目
指
す
。

　
な
お
、
空
気
圧
力
を
利
用

し
た
よ
り
高
度
な
診
断
を
実

現
す
る
た
め
に
、
空
気
圧
力

セ
ン
サ
を
兼
ね
備
え
た
「
ス

マ
ー
ト
・
バ
ル
ブ
・
ポ
ジ
シ

ョ
ナ
７
０
０
シ
リ
ー
ズ
」

も
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
と
合
わ

せ
て
採
用
さ
れ
た
。

軸受診断アプリケーションの構成例



（3）　　　２０２２年（令和４年）１月２６日

そ
の
内
容
を
記
載
す
る
が
、
各

企
業
の
重
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
は
こ

の
記
事
で
記
載
で
き
な
い
た

め
、
大
ざ
っ
ぱ
な
言
い
回
し
に

な
る
こ
と
は
勘
弁
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

現
場
の
情
報
が
大
事

　
さ
て
本
題
に
入
る
が
、
今
回

の
情
報
交
換
会
の
内
容
は
①
レ

ー
ザ
ッ
ク
ス
様
の
会
社
案
内
②

工
場
見
学
③
参
加
企
業
の
情
報

交
換
と
い
う
構
成
で
あ
る
。

　
①
レ
ー
ザ
ッ
ク
ス
様
に
関
し

て
は
、
以
前
の
記
事
で
記
載
し

た
の
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く

が
、
「
工
場
の
担
当
者
か
ら
で

な
い
と
聞
け
な
い
、
リ
ア
リ
テ

コ
ロ
ナ
禍
で
の
情
報
交
換
会

　
当
社
が
主
催
で
行
う
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
の
情
報
交
換
会
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
し
ば
ら
く
行

っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
複
数
の

企
業
か
ら
強
い
要
望
が
あ
っ
た

た
め
、
先
日
、
愛
知
県
の
レ
ー

ザ
ッ
ク
ス
本
社
工
場
に
て
（
人

数
制
限
な
ど
の
コ
ロ
ナ
対
策
の

中
）
行
っ
た
。
今
回
の
参
加
者

は
、
ほ
と
ん
ど
が
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
ソ
フ
ト
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
Ｗ
ｏ
ｒ

ｋ
ｓ
の
ユ
ー
ザ
で
、
ロ
ボ
ッ
ト

を
10
年
以
上
使
っ
て
い
る
熟
練

者
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
初
心
者
ま
で

さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
今
回
も

た
い
へ
ん
好
評
で
あ
っ
た
の
で

ィ
ー
の
あ
る
話
」
に
多
く
の
参

加
者
が
感
嘆
し
て
い
た
。

　
②
工
場
見
学
で
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
と
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ー
を
同
期

（
同
時
に
動
か
す
こ
と
）
さ
せ

な
が
ら
レ
ー
ザ
切
断
と
い
う
レ

ベ
ル
の
高
い
加
工
が
行
わ
れ
た

（
設
備
全
体
は
ロ
ボ
ッ
ト
６
軸

＋
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
ー
２
軸
＋
走
行

１
軸
）
。
さ
ら
に
、
レ
ー
ザ
の

ヘ
ッ
ド
と
い
え
ば
海
外
製
が
一

般
的
で
あ
る
が
、
国
産
（
レ
ー

ザ
ッ
ク
ス
製
）
で
あ
り
Ｃ
Ｃ
Ｄ

カ
メ
ラ
が
ヘ
ッ
ド
に
内
蔵
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
ど
う
す
れ

ば
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
し
や
す
く

な
る
か
工
夫
さ
れ
て
い
る
点
に

多
く
の
参
加
者
の
興
味
を
ひ
い

た
。
ま
た
切
断
さ
れ
た
製
品
を

手
に
取
っ
た
参
加
者
は
「
想
像

以
上
に
奇
麗
に
切
断
さ
れ
て
い

る
」
と
驚
い
て
い
た
。
ち
な
み

に
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
ポ
ジ
シ
ョ
ナ

ー
を
同
期
さ
せ
る
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
は
一
般
的
に
非
常
に
困
難
で

あ
る
が
、
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
Ｗ
ｏ
ｒ

ｋ
ｓ
を
使
用
し
て
大
幅
な
工
数

削
減
に
成
功
し
て
い
る
旨
の
説

明
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
以
外
の

加
工
機
で
レ
ー
ザ
加
工
す
る
設

備
や
、
電
子
ビ
ー
ム
の
設
備
、

ま
た
そ
の
周
り
で
仕
事
を
す
る

従
業
員
の
仕
事
ぶ
り
ま
で
見
た

こ
と
は
、
他
の
工
場
を
見
る
機

会
の
な
い
参
加
者
に
と
っ
て
か

な
り
新
鮮
で
あ
っ
た
。

現
場
で
の
質
疑
応
答

で
、各
企
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

日
本
の
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
の
技
術
は
世

界
最
低
レ
ベ
ル

　
工
場
見
学
の
後
、
会
議
室
に

戻
っ
て
③
情
報
交
換
会
が
行
わ

れ
た
。
何
社
か
は
自
社
の
動
画

を
参
加
者
に
見
せ
て
、
お
互
い

に
意
見
を
交
換
す
る
な
ど
、
充

実
し
た
情
報
交
換
と
な
っ
た
。

　
注
目
さ
れ
た
例
を
挙
げ
る

と
、
Ａ
社
と
Ｂ
社
は
両
社
と
も

顧
客
は
建
築
関
係
、
ロ
ボ
ッ
ト

で
切
断
す
る
対
象
製
品
も
似
て

い
る
、
切
断
方
法
（
プ
ラ
ズ
マ

切
断
）
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
う

な
る
と
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
も

似
る
の
が
当
然
と
思
わ
れ
る

が
、
Ａ
社
は
走
行
軸
で
ロ
ボ
ッ

ト
を
移
動
さ
せ
な
が
ら
切
断
を

す
る
の
に
対
し
、
Ｂ
社
は
固
定

さ
れ
た
７
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
横

並
び
に
し
切
断
と
運
搬
を
行
う

仕
様
だ
っ
た
。
Ａ
社
の
方
は
ロ

ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
一
つ
で

済
む
の
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

で
は
簡
単
だ
が
、
全
て
の
切
断

を
１
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
行
う
の

で
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
が
か
か
る

し
、
製
品
の
入
れ
替
え
を
人
が

行
う
と
い
う
、
無
駄
の
多
い
ロ

ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
だ
。
Ｂ
社
の

方
は
、
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
が
短

く
、
運
搬
も
ロ
ボ
ッ
ト
が
行
う

の
で
、
非
常
に
優
れ
た
ロ
ボ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
７
台

の
ロ
ボ
ッ
ト
を
同
期
さ
せ
て
行

う
と
い
う
非
常
に
難
し
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
必
要
が
あ

る
。
Ｂ
社
は
そ
れ
を
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ

ｌ
の
マ
ク
ロ
を
駆
使
し
て
簡
単

に
作
成
す
る
技
術
を
披
露
し

先
端
技
術
を
交
換
し
合
う
企
業
た
ち
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
！ 

展
示
会
／
商
社
／
ネ
ッ
ト
／
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
を

信
頼
す
る
こ
と
が
失
敗
の
原
因

ほ
と
ん
ど
の
企
業
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
能
力
を
全
く
生
か
せ
て
い
な
い
！

産業用ロボットを巡る産業用ロボットを巡る

山下夏樹

トを巡るを巡る

樹

光光と影 38

て
、
参
加
者
を
驚
か
せ
た
。

　
こ
の
Ｂ
社
の
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
は
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
が
行
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
Ｂ
社
は
自
社
で

開
発
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ソ
フ

ト
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
面
だ
け
で

な
く
ハ
ー
ド
の
面
で
も
ソ
フ
ト

が
生
か
せ
る
よ
う
に
７
台
の
ロ

ボ
ッ
ト
を
設
計
し
て
い
る
。
筆

者
か
ら
見
て
も
見
事
な
ロ
ボ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
だ
。
対
照
的
に
Ａ

社
は
日
本
で
有
数
の
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ

に
一
任
し
た
の
に
、
こ
の
よ
う

な
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
な
の
だ

か
ら
日
本
の
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
の
技
術

力
の
低
さ
に
愕
然
と
す
る
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ズ
レ
を
補
正

　
さ
ら
に
Ｂ
社
は
、
ロ
ボ
ッ
ト

の
先
端
に
セ
ン
サ
ー
を
付
け

て
、
製
品
が
ロ
ボ
ッ
ト
の
前
に

置
か
れ
る
度
に
生
じ
る
ズ
レ
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
補
正
し
な
が

ら
切
断
す
る
技
術
も
披
露
し

た
。
た
だ
、
こ
の
セ
ン
サ
ー
で

探
知
し
て
補
正
す
る
方
法
に
は

弱
点
が
あ
り
、
レ
ー
ザ
や
超
音

波
セ
ン
サ
ー
だ
と
正
し
い
補
正

値
よ
り
（
太
陽
光
や
熱
の
影
響

で
）
２
、
３
㍉
㍍
も
し
く
は
そ

れ
以
上
の
補
正
値
と
判
断
さ

れ
、
間
違
っ
た
切
断
を
行
う
リ

ス
ク
が
あ
る
。
そ
の
た
め
Ｂ
社

は
、
小
型
の
カ
メ
ラ
を
ロ
ボ
ッ

ト
の
先
端
に
付
け
て
上
記
と
同

様
の
こ
と
が
で
き
る
企
業
を
探

し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
見
つ

か
ら
な
い
悩
み
も
述
べ
た
。
そ

こ
で
、
筆
者
の
知
り
合
い
で
、

マ
ッ
チ
す
る
企
業
を
紹
介
す
る

と
い
う
場
面
も
あ
っ
た
。

ノ
ウ
ハ
ウ
を
高
め
合
う
大
事
さ

　
そ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
話

で
盛
り
上
が
っ
た
が
、
ど
の
企

業
も
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

は
、
ど
ん
な
に
調
べ
て
も
載
っ

て
い
な
い
ロ
ボ
ッ
ト
の
具
体
的

な
活
用
法
を
聞
け
て
、
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
よ
り
も
イ
ン
プ
ッ
ト
の

方
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
」

「
会
社
に
戻
っ
た
ら
、
イ
ン
プ

ッ
ト
し
た
こ
と
を
自
社
で
生
か

し
た
い
」
「
ぜ
ひ
、
ま
た
呼
ん

で
ほ
し
い
」
と
興
奮
し
て
帰
途

に
つ
い
た
。

　
そ
の
皆
さ
ま
の
姿
を
見
て
筆

者
は
「
互
い
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
高

め
合
う
こ
と
の
大
事
さ
」
を
実

感
し
た
。
恐
ら
く
こ
の
記
事
の

読
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
の
能
力
を
全
く
生
か
せ
て
い

な
い
は
ず
で
あ
る
。
興
味
が
あ

る
方
は
遠
慮
な
く
当
社
に
連
絡

を
い
た
だ
き
た
い
。

山下夏樹（やましたなつき）　富士ロ
ボット株式会社（http://www.fuji-ro 
bot.com/）代表取締役。福井県のロ

ボット導入促進や
生産効率化を図る
「ふくいロボット
テクニカルセンタ
ー」顧問。1973年
生まれ。サーボモ
ータ６つを使って
１からロボットを
作成した経歴を持

つ。多くの企業にて、自社のソフトで
産業用ロボットのティーチング工数を
1／10にするなどの生産効率UPや、コ
ンサルタントでも現場の問題を解決し
てきた実績を持つ、産業用ロボットの
導入のプロ。コンサルタントは「無償
相談から」の窓口を設けている。

管
理
専
門
の
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

現
場
が
上
手
く
回
っ
て
い
な
い
こ
と
の

現
れ
で
あ
る
。

管
理
ス
タ
ッ
フ
の

仕
事

急所50

人
た
ち
だ
け
は
夜
遅
く
ま
で

残
っ
て
翌
日
の
生
産
計
画
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
段
取
り

替
え
や
工
程
決
定
な
ど
が
と

て
も
複
雑
で
難
し
か
っ
た
の

良
集
計
を
い
く
ら
し
て
も
品

質
は
決
し
て
良
く
な
り
ま
せ

ん
。
現
場
で
ナ
ゼ
不
良
が
起

き
る
の
か
を
見
つ
け
出
し

て
、
良
い
モ
ノ
が
で
き
る
よ

う
に
、
改
良
改
善
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　
数
字
を
見
る
管
理
ス
タ
ッ

フ
は
不
要
で
す
。
現
場
を
見

て
改
善
す
る
こ
と
が
仕
事
な

の
で
す
。

か
？
「
管
理
す
る
こ
と
」
で

は
な
い
で
す
よ
。
答
え
は
全

く
逆
な
の
で
す
。
す
な
わ

ち
、
ベ
ス
ト
の
生
産
が
で
き

る
よ
う
に
、
ヒ
ト
と
モ
ノ
と

設
備
の
動
き
を
見
て
、
調

整
、
改
善
し
て
管
理
自
体
を

可
能
な
限
り
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
で
す
。
管
理
そ
の
も
の
に

は
付
加
価
値
が
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
。

　
以
前
、
自
動
車
部
品
製
造

の
Ｅ
社
の
鍛
造
ラ
イ
ン
で
改

善
会
を
開
い
て
い
た
時
の
こ

と
で
す
。
生
産
計
画
担
当
の

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら

https://www.kaizenproject.
jp/

�101
項

日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所

で
す
。

　
し
か
し
実
際
に
現
場
で
の

生
産
を
見
る
と
必
ず
し
も
計

画
通
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
理
由
を
聞
く
と
、
機

械
が
壊
れ
た
り
、
人
が
休
ん

だ
り
す
る
と
そ
の
通
り
に
は

で
き
な
く
な
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
し
か
し
私
は
現
場
の

人
た
ち
は
生
産
管
理
が
作
っ

た
計
画
よ
り
も
っ
と
い
い
作

り
方
を
知
っ
て
い
て
、
そ
の

や
り
方
で
作
っ
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
リ

ー
ダ
ー
に
尋
ね
る
と
、
実
は

そ
う
だ
と
こ
っ
そ
り
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　
複
雑
な
現
場
の
仕
事
の
や

り
方
を
ス
タ
ッ
フ
部
門
の
人

た
ち
が
す
べ
て
把
握
し
て
い

る
は
ず
が
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
筋
が
通
っ
た
結
果
を

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
毎
晩
夜
遅
く
ま

で
働
い
て
い
た
の
で
す
が
、

実
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
意
味

が
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
そ
こ
で
生
産
計
画
部
門
に

は
、
生
産
品
目
と
生
産
数
と

出
荷
時
間
を
生
産
現
場
に
指

示
し
、
材
料
を
す
べ
て
用
意

す
る
と
い
う
役
割
の
み
を
担

っ
て
も
ら
い
、
生
産
現
場
が

自
分
た
ち
に
と
っ
て
や
り
易

い
生
産
順
番
を
決
め
て
実
行

す
る
と
い
う
こ
と
に
変
更
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
は
、
生
産
管
理

の
人
は
管
理
を
定
時
の
ず
っ

と
前
に
そ
の
仕
事
を
終
了

し
、
空
い
た
時
間
を
そ
れ
ま

で
後
回
し
に
し
て
い
た
シ
ス

テ
ム
の
改
良
に
向
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
上
、
み

ん
な
と
一
緒
の
時
間
に
帰
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生

産
現
場
は
実
際
に
は
こ
れ
ま

で
通
り
と
い
う
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
の
で
全
く
問
題
は
出

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
も
そ
も
実
際
の
生
産
は

変
化
の
連
続
で
す
。
生
産
管

理
の
ス
タ
ッ
フ
が
作
っ
た
計

画
よ
り
、
現
場
が
独
自
の
工

夫
で
生
産
を
や
り
繰
り
し
た

方
が
現
実
的
で
す
。
品
質
管

理
も
、
管
理
ス
タ
ッ
フ
が
不

　
管
理
部
門
、
管
理
ス
タ
ッ

フ
の
仕
事
は
何
で
し
ょ
う

が
、
産
業
用
カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー

の
Ｉ
Ｄ
Ｓ
　
Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ

　
Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

　
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｓ（
ド
イ
ツ
）

と
共
同
で
、
レ
タ
ス
収
穫
を
自

動
化
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
開
発
。
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ

ａ
ｔ
ｅ
　
Ｕ
Ｋ
が
資
金
を
提
供

し
、
Ｇ
ｒ
ｉ
ｍ
ｍ
ｅ
農
業
機
械

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
と
Ａ
ｇ
ｒ
ｉ
―

Ｅ
Ｐ
Ｉ
　
Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｒ
ｅ
、
ハ

ー
パ
ー
ア
ダ
ム
ス
大
学
、
西
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
大
学
Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｒ

ｅ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ

　
レ
タ
ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や

米
国
に
お
い
て
貴
重
な
作
物
だ

が
、
労
働
力
不
足
に
よ
っ
て
こ

の
露
地
野
菜
の
収
穫
の
困
難
さ

が
増
し
て
い
る
。
収
穫
作
業
に

携
わ
る
十
分
な
人
数
の
季
節
労

働
者
の
手
配
が
、
こ
の
業
界
で

の
最
大
の
課
題
の
１
つ
と
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
生
産
者
価

格
が
賃
金
の
上
昇
に
追
い
つ
い

て
お
ら
ず
、
農
家
の
利
幅
は
非

常
に
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
な
か
、
イ
ギ
リ
ス
で

は
農
業
工
学
と
機
械
の
専
門
家

ｅ
　
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
に
加
え
、

イ
ギ
リ
ス
の
２
大
サ
ラ
ダ
メ
ー

カ
ー
、
Ｇ
's
　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｈ
と

Ｐ
Ｄ
Ｍ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
が

チ
ー
ム
に
参
加
し
て
い
る
。

　
開
発
し
た
レ
タ
ス
収
穫
ロ
ボ

ッ
ト
は
既
存
の
西
洋
ネ
ギ
収
穫

機
械
を
改
造
。
レ
タ
ス
を
地
面

か
ら
持
ち
上
げ
て
ピ
ン
チ
ベ
ル

ト
で
挟
み
、
外
側
の
葉
っ
ぱ
は

自
動
的
に
取
り
去
り
て
茎
を
む

き
出
し
に
し
、
マ
シ
ン
ビ
ジ
ョ

ン
と
人
工
知
能
を
使
っ
て
切
断

す
る
場
所
を
正
確
に
判
定
し
て

本
体
を
奇
麗
に
切
り
分
け
る
。

　
Ｉ
Ｄ
Ｓ
製
品
セ
ー
ル
ス
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
Ｒ
ｏ
ｂ
　
Ｗ
ｅ
ｂ

ｂ
に
よ
る
と
、
「
レ
タ
ス
の
刈

り
取
り
プ
ロ
セ
ス
は
、
自
動
化

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
技
術
的
に

最
も
複
雑
な
ス
テ
ッ
プ
だ
。
開

発
中
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
収
穫
ロ

ボ
ッ
ト
に
は
、
丈
夫
で
、
過
酷

な
環
境
に
最
適
な
ｕ
Ｅ
ｙ
ｅ
　

Ｆ
Ａ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
Ｇ
ｉ
ｇ
Ｅ

　
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
カ
メ
ラ
を
採

用
し
て
い
る
。
ま
た
屋
外
で
の

用
途
な
の
で
Ｉ
Ｐ
65
／
67
保
護

等
級
の
ハ
ウ
ジ
ン
グ
が
必
要
と

な
る
」
と
指
摘
す
る
。

　
結
果
、選
択
し
た
の
が
、コ
ン

パ
ク
ト
な
Ｓ
ｏ
ｎ
ｙ
製
２
／
３

イ
ン
チ
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
ャ
ッ
タ

ー
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
セ
ン
サ
ー
Ｉ
Ｍ
Ｘ

２
６
４
を
搭
載
し
た
Ｇ
Ｖ
―
５

２
８
０
Ｆ
Ａ
―
Ｃ
―
Ｈ
Ｑ
モ
デ

ル
だ
っ
た
。

　
「
こ
の
セ
ン
サ
ー
を
選
ん
だ

主
な
理
由
は
汎
用
性
に
優
れ
て

い
る
こ
と
が
大
き
い
。
Ａ
Ｉ
処

理
に
は
フ
ル
解
像
度
は
必
要
で

は
な
く
、
感
度
は
ビ
ニ
ン
グ
で

増
加
で
き
る
。
セ
ン
サ
ー
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
が
大
型
に
な
る
と
広

角
光
学
機
器
も
不
要
に
な
る
」

（
Ｒ
ｏ
ｂ
　
Ｗ
ｅ
ｂ
ｂ
）
。

　
こ
の
用
途
で
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

セ
ン
サ
ー
は
卓
越
し
た
画
質
、

光
感
度
、
並
外
れ
た
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
レ
ン
ジ
と
い
う
特
徴
を
持

ち
、
ノ
イ
ズ
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
非
常
に
高
い
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
で
５
：
４
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の

５
Ｍ
Ｐ
画
像
を
22
ｆ
ｐ
ｓ
で
実

現
し
、
照
度
が
変
化
す
る
環
境

で
も
使
用
で
き
る
。

　
レ
ン
ズ
、
チ
ュ
ー
ブ
、
ト
レ

ー
リ
ン
グ
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
ア
ク
セ
サ
リ
を
取
り

そ
ろ
え
、
カ
メ
ラ
ハ
ウ
ジ
ン
グ

や
ね
じ
止
め
式
コ
ネ
ク
タ
ー

（
Ｘ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
８
ピ
ン
Ｍ

12
コ
ネ
ク
タ
ー
お
よ
び
Ｂ
ｉ
ｎ

ｄ
ｅ
ｒ
製
８
ピ
ン
コ
ネ
ク
タ

ー
）
も
同
様
に
頑
丈
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
ピ
ク
セ
ル
前
処

理
、
Ｌ
Ｕ
Ｔ
、
ガ
ン
マ
な
ど
の

カ
メ
ラ
内
蔵
機
能
で
、
必
要
な

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
能
力
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
農
業
分
野
が
抱
え
る
課
題
は

実
に
複
雑
だ
。
国
際
連
合
食
糧

農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の
予
測

に
よ
る
と
、
人
口
の
急
激
な
増

加
に
対
応
す
る
に
は
、
２
０
５

０
年
に
は
農
作
物
の
生
産
を
お

よ
そ
２
０
１
２
年
に
比
べ
て
50

％
増
加
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
。
こ
う
し
た
収
穫
高

の
予
測
は
、
農
業
業
界
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
農
業
は
他
の
分
野
と
比
べ

て
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
お
ら

ず
、
気
候
変
動
や
労
働
力
不
足

の
面
で
変
革
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
未
来
の
農
業
は
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
さ
れ
た
デ
バ
イ
ス
と
自

動
化
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の

な
か
で
カ
メ
ラ
は
重
要
な
構
成

要
素
で
あ
り
、
人
工
知
能
は
そ

の
中
心
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

だ
。
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
ス

マ
ー
ト
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

農
業
の
人
手
不
足
の
問
題
に
大

き
な
貢
献
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
。

拡大する農業用ロボ開発

マシンビジョンとＡＩ活用 カギ

　
農
業
の
人
手
不
足
は
日
本
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。
世
界

で
も
農
業
に
自
動
化
技
術
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
労
働
力
不

足
を
解
消
し
よ
う
と
い
う
動
き
は
活
発
に
動
い
て
い
る
よ
う

だ
。
こ
こ
で
は
、
ド
イ
ツ
の
産
業
用
カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー
の
Ｉ

Ｄ
Ｓ
　
Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｓ
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
研
究
チ
ー
ム
の
レ
タ
ス

収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
の
様
子
を
紹
介
す
る
。

（著:IDS Imaging Development Systems GmbHSilke von Gemmingen）

2022年1月26日（水）～28日（金）
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ものづくり・FA・自動化業界掲示板

■ソニー、世界初2層トランジスタ画素積層型CMOS
イメージセンサー技術を開発
　ソニーセミコンダクタソリューションズは、世界初
となる2層トランジスタ画素積層型CMOSイメージセ
ンサー技術の開発に成功した。従来同一基板上で形成
していたフォトダイオードと画素トランジスタの層を
別々の基板に形成し積層することで、従来比約2倍2の
飽和信号量3を確保し、ダイナミックレンジ拡大とノ
イズ低減を実現し撮像特性を大幅に向上。同技術が採
用する画素構造は、従来の画素サイズに加えて、今後
の更なる微細画素においても、画素特性の維持・向上
を可能にする。
　この成果は、2021年12月11日から開催されたIEDM
（国際電子デバイス会議）で発表した。
https://www.sony-semicon.co.jp/news/2021/20211 
21601.html
■日立パワーデバイス、スイッチング損失を低減した
高耐久・低損失の1.7kVフルSiCモジュールを製品化
　日立パワーデバイスは、高耐久性・高効率性が求め
られる鉄道車両や再生可能エネルギー発電システム向
けに、スイッチング損失を当社従来比で約30%低減し
た、高耐久・低損失の1.7kVフルSiCモジュール３製
品を新たに開発した。同製品は、製品化済みである、
半田接合の約3倍のパワーサイクル耐量をもつ焼結銅
接合による高耐久フルSiCモジュールに、新たに独自
設計した温度依存性の低いゲート抵抗を採用して高速
動作性能を向上させることで、電力損失の大幅な低減
を実現。2022年1月からサンプル供給開始を予定して
いる。同社は同製品の提供を通じて、「社会インフラ
の高効率化を支援することで、脱炭素社会の実現に貢
献する」としている。
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/20 
21/12/1221.html
■パナソニック、高速通信ネットワーク機器向け「低
伝送損失多層基板材料MEGTRON8」を開発
　パナソニックインダストリー社は、高速通信ネット
ワーク機器（ルータ、スイッチ等）に対応する低伝送損
失多層基板材料「MEGTRON8（メグトロンエイト）」
を開発した。
　低伝送損失と高多層基板に求められる特性を両立す
る独自の樹脂設計・材料配合技術をベースに、低誘電
正接ガラスクロス・低粗度銅箔との複合化技術を確立。
　5G（第5世代移動通信システム）の普及に向け様々
なサービスが開始され、すべてのモノがつながるIoE
（Internet　of　Everything）へと社会が変化し続け
る中、今回開発した「MEGTRON8」はデータ通信の
大容量・高速化に貢献するとともに消費電力低減にも
つながるとしている。
https://news.panasonic.com/jp/press/data/2022/ 
01/jn220118-1/jn220118-1.html
■IDEC、鍵付安全スイッチ「HS5L-K形」発売
　IDECは鍵付安全スイッチ「HS5L-K形」を1月28日
からグローバルで発売する。従来の鍵付き安全スイッ
チ「HS5E-K形」は、本体にケーブルが付いたケーブ
ル引き出し方式で、かつ4接点しかラインアップがな
かった。今回新発売する「HS5L-K形」はスプリング
クランプ方式を採用し、状況に応じた長さのケーブル
を使用可能となる。耐振動性に優れたスプリングクラ
ンプ方式により、配線後も緩みがなく、増締めも不要
となるなど配線効率をアップすることができる。また、
4接点に加え2接点もラインアップすることで、比較的
リスクが高くない
　もので、安全対策が必要な機械装置などにも使える。
オプションとして、自動車の塗装ラインなど爆発性の
ガスが発生する防爆環境下の安全対策にも最適な「防
爆専用カバー」や、鍵に物が衝突したり、作業者がぶ
つかるなどして鍵に力が加わらないようガードする
「鍵ガード」などをラインアップしている。
https://jp.idec.com/media/PR20220117.pdf

■シュナイダーエレクトリック、モジュラー型タッチ
パネル表示器「STM6000シリーズ」のラインアップに、
画面作成ソフトウェア「GP-Pro　EX」対応モデルを
追加
　シュナイダーエレクトリックはモジュラー型タッチ
パネル表示器「STM6000シリーズ」のラインアップに、
画面作成ソフトウエア「GP-Pro　EX」対応モデルを
追加した。サイズは7型Wと4型Wの2種類、I/Fは
COM、LAN、USBの3種類を備える。①盤加工と取
付けが簡単な22φ丸穴設計、分離設置も可能②
TFT1,600万色搭載の美しいディスプレイ③多彩な機
器と接続－などが特徴。
https://www.proface.com/ja/product/hmi/stm 
6000/top
■B&R、モバイル機器用X90コントロールシステムに
新しいセーフティ・リレーモジュールを発表
　B&Rは、モバイル機器用X90コントロールシステム
に新しいセーフティ・リレーモジュールを追加した。
外部のセーフティ装置のフローティング・グラウンド
接続を可能にするオプションボードでX90制御システ
ムを拡張し、モバイル機器の安全性をさらに向上させ
る。このオプションボードは、特に自律走行する農業
用車両や建設用車両に適しているという。
https://www.br-automation.com/ja/about-us/
press-room/
■NEC、小規模ネットワークに適したローカル5G基
地局2機種を発売
　NECは、ローカル5G基地局の製品ラインアップを
拡充し、主に小規模ネットワーク向けに、基地局の無
線部（RU）、制御部（CU/DU）を1つの筐体内に収
めたオールインワンモデルの一体型小型基地局
UNIVERGE　RV1000シリーズ2機種を販売開始す
る。4.7GHz帯に対応したスタンドアローン型を3月か
ら、28GHz帯に対応したノンスタンドアローン型
（NSA） 基地局を2022年度第1四半期から発売する。
https://jpn.nec.com/press/202201/20220120_01.
html
■日本航空電子工業、高周波・フルシールドタイプ基
板対基板（FPC）用コネクタ発売
　日本航空電子工業は、スマートフォンなど小型携帯
機器向け5Gミリ波アンテナモジュールの中継に最適
な高周波・フルシールドタイプの基板対基板（基板対
FPC）用コネクタ「WP16RSシリーズ」を発売した。
　全周をシェルで覆ったフルシールドタイプとして放
射ノイズを抑制し、コネクタ内の高周波専用端子（RF
端子）には新たな構造を採用し、ミリ波帯域において
も良好な特性を実現。６極の信号端子も小型、狭ピッ
チ化とともに大電流（1A/芯）に対応可能な新構造を
採用。独自のラッパ型絞りシェルの採用や、コネクタ
内部へのアーマー（金属ガイド）の設置により、嵌合
時のアライメント性や堅牢性を確保し、小型・低背化
により機器内での省スペース化に貢献する。
https://www.jae.com/topics/detail/id=105058

企業トピックス

■三菱電機、FA羅針盤で特集論文「レーザ加工機へ
のAI適用と最新加工技術」公開
　三菱電機は、FA技術をはじめ、ビジネスに役立つ
各種レポート・コラムを紹介するFAデジタルメディ
ア「FA羅針盤」で特集論文「レーザ加工機へのAI適
用と最新加工技術」を公開した。
　筆者は産業メカトロニクス製作所の西脇基晃氏と山
本響氏。新型ファイバレーザ加工機「ML3015GX-F
シリーズ」に搭載したAI技術と最新の加工技術につ
いて述べており、「今後もさらなる技術革新が進んで
いく。段取りや仕分けなどの日加工時間の削減にも着
目し、さまざまな生産現場のニーズに積極的に応えて
いく」と結んでいる。
https://www.giho.mitsubishielectric.co.jp/giho/
pdf/2021/2103110.pdf
■フエニックス・コンタクト、IoT/M2Mルータ「EW50」

の使用可能国にロシアが加わる
　フエニックス・コンタクトは、同社のIoT/M2Mル
ータ「EW50」の使用可能国にロシアが加わり合計43
カ国となった。ロシアでの使用には製品ラベルへの
EACマークの記載が必要。現在の対応国は日本、イ
ンド、タイ、ベトナム、マレーシア、シンガポール、
フィリピン、インドネシア、台湾、オーストラリア、
EU、EFTA、ロシア。
https://www.phoenixcontact.com/online/portal/
jp?1dmy&urile=wcm%3apath%3a/jpja/web/
corporate/press/press_information/e4d8a4de-1c50-
4d87-82a5-37858555083b
■セイコーエプソン、2022シーズンも松本山雅FCと
スポンサー継続
　セイコーエプソンは、Jリーグに所属する松本山雅
FCとの2022シーズンにおけるオフィシャルスポンサ
ーシップ契約を行うことで合意した。
　2021シーズンからは、トップチームに加えて、ブラ
インドサッカークラブの松本山雅B.F.C.、松本山雅
FCレディースU-15、幼児向けのサッカー教室など、
サッカーを通じて誰もがスポーツに向き合うことがで
きる環境をめざした松本山雅FCの取り組みも支援し
ている。
https://www.epson.jp/osirase/2021/211217.htm? 
fwlink=jptop_news_211217
■オムロン、「お客様相談室」の営業時間短縮と、E
メールによる問い合わせ
　オムロンインダストリアルオートメーションカンパ
ニーは、新型コロナウィルスの感染拡大防止に伴い、
同社「お客様相談室」の対応について、できる限りE
メールやFAXの活用を依頼している。サービスの維
持継続と従業員の安全確保のため、最少人員で運営し
ており「電話相談は大変つながりにくくなることが予
想されている」ため。
　Eメールでの問い合わせ先は　https://www.fa.om 
ron.co.jp/contact/
　従業員の安全確保のため、従来の営業時間8:00～
21:00を短縮し、1月19日から当面の間は9:00～19:00
にする。開始時間1時間、終了時間2時間の短縮となる。
＜お客様相談室＞
　　0120-919-066（フリー電話）　受付時間　9:00～
19:00（年中無休）
　なお、携帯電話／PHSからは、055-982-5015。
　また、オムロンフィールドエンジニアリングの各種
保守サービスの受付時間も同様となる。
https://www.fa.omron.co.jp/new/information/20 
22/01/003.html
■コニカミノルタとNEC、ローカル5G活用による「未
来ファクトリー」構想の共創が進展
　コニカミノルタとNECは、ローカル5Gを用いた「未
来ファクトリー」構想を具現化する共創の取り組みと
して、AGV（無軌道型無人搬送車）の高効率自動制
御システムを共同開発した。同システムは、コニカミ
ノルタの研究開発拠点「Innovation　Garden　
OSAKA　Center」（大阪府高槻市）で1月17日から
展示公開している。
　両社は、大容量かつ低遅延の通信が可能なローカル
5G環境を整えた「IGOC」で、2020年11月から5Gを
活用したDX推進のための共同開発を進めている。
https://jpn.nec.com/press/202201/20220117_01.
html
■日東工業、愛知県内の大型商業施設で「日東工業
presents　PHOTO　Celebrations」を開催
　日東工業は1月9、10日、イオンモール長久手で2021
・2022新成人を対象にプロのカメラマンによる記念撮
影会を開催した。新型コロナウイルスの影響で2021の
成人式が中止になった人や、今年の新成人が友人や家
族と一緒に来場。晴れ着やスーツの新成人をプロのカ
メラマンが撮影し、その場で写真データを提供した。
個人のスマートフォンでも撮影ができる手軽さで大変
好評だったという。同社は「これからも地域に密着し、
皆さまに寄り添える企業を目指していきます」として
いる。
https://www.nito.co.jp/news/2022/20220114-1260.
html

■北陽電機、協業ロボットと車両数カウントで導入事
例を追加
　北陽電機は導入事例を追加した。協業ロボットは、
人が周囲にいない場合は非協業モード（通常モード）
で高速で運用し、人が接近した場合のみ協業モード（低
速モード）に切り替えて生産性を向上させる。人の接
近を測域センサで検知、安全性と生産性双方の向上を
実現。今回採用された製品は、防護領域5㍍、270度の
範囲を自由なエリア設定で検出するセーフティレーザ
スキャナ。
https://www.hokuyo-aut.co.jp/topics/detail.
php?id=181
■光洋電子工業、PLCプログラミングツールKPPを更
新
　光洋電子工業はPLCプログラミングツールKPPを
V1.6.7.0に更新した。更新内容は、ゲートウェイモー
ド/モニタモードにデバイス設定情報をインポート/エ
クスポートできる機能を新たに追加するとともに、機
能改善を図った。新バージョンで作成したプロジェク
トをV1.6.4.3以前の旧バージョンのKPPで、開くこと
は出来ない。V1.6.4.3以前のバージョンで作成したプ
ロジェクトを本バージョンで開くことは可能。
https://www.koyoele.co.jp/jp/topics/202201061 
1096/
■IMV、振動試験装置の導入事例を公開
　IMVは、CATARC（中国広州市）に導入された振
動試験装置「K200/EM40HAM-CE」の事例を公開し
た。CATARC（China　Automotive　Technology　
And　Research　Center）は1985年設立で、中国自
動車業界の取りまとめと政府主管部署の技術サポート
を行う機関。
https://www.imv-global.com/news/examples/
catarc/
■ワゴジャパン、静岡営業所移転、2月1日営業開始
　ワゴジャパンは静岡営業所を移転する。営業開始日
は2月1日。
　新住所：〒430-0944静岡県浜松市中区田町223-21ビ
オラ田町3F、新電話番号：053－523－7577、新FAX
番号:052－212ー8541
https://www.wago.co.jp/news/data/20220111_
Shizuoka_relocation.pdf
■キヤノン、顔認証技術が米国国立標準技術研究所の
顔認証精度評価で日本1位・世界トップクラスを達成
　キヤノンは、米国国立標準技術研究所が主催する顔
認証ベンチマークテストで、日本1位、世界トップク
ラスの精度を達成した。キヤノンが開発中の顔認証技
術は、本人の撮影画像1枚と他人を含む複数の画像を
照合する「1:N照合」のうち、人物検索の精度を判定
するInvestigationの4カテゴリーで日本1位、世界トッ
プクラスの精度を達成。中でも「Visa　Borderカテ
ゴリー」におけるエラー率は0.15%、「Mugshot　
Webcamカテゴリー」においては0.63%を記録。それ
ぞれのカテゴリーテストにおけるベンダー順位（日本
／世界）は、Visa　Borderカテゴリー：1位／4位、
Mugshot　Webcamカテゴリー：1位／2位、Visa　
Kioskカテゴリー：1位／6位、Mugshot　Profileカテ
ゴリー：1位／11位となった。
https://global.canon/ja/news/2021/20211227.html
■山善、ロジス関東にロボットソーター「t-Sort」導
入
　山善は、国内最大の物流拠点である「ロジス関東」
（群馬県伊勢崎市）にて、プラスオートメーションの
次世代型ロボットソーター「t-Sort」のRaaS（Robotics
　as　a　Service）活用を開始した。仕分け業務の自
動化・効率化を図りながら、労働環境の改善、作業効
率および作業精度の向上に繋げる。
https://www.yamazen.co.jp/news/entry-1684.
html#group=nogroup&photo=0
■ifm、製品保証期間を5年に延長　
　ifm　efectorは、2022年1月から製品の保証期間を1
年から5年に延長する。5年保証対象は、カタログに掲
載されているハードウェアの製品仕様。保証方法を不
具合製品の交換とすることで迅速な対応を実現する。
https://www.ifm.com/jp/ja

新製品・新サービス
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る
大
き
な
需
要
が
あ
る
。
当
社
も
約
２

年
間
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
経
験
で
そ
の
利

便
性
と
、
リ
ア
ル
面
談
の
重
要
性
も
認
識

で
き
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ

ロ
ナ
の
新
し
い
時
代
に
向
け
た
市
場
開
拓

に
取
り
組
む
。

　
今
年
は
Ｓ
Ｃ
Ｍ
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
）
の
混
乱
は
落
ち
着
く
だ
ろ
う
が
、
根

本
的
に
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
り
、
そ
こ
に

磨
き
を
か
け
て
い
く
。
当
社
の
グ
ロ
ー
バ

ル
Ｓ
Ｃ
Ｍ
機
能
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
や
米
中
の
貿
易
戦
争
の
中
で
も
強

み
を
発
揮
し
、
お
客
様
か
ら
喜
ば
れ
て
い

る
。
商
社
の
役
割
で
あ
る
物
流
と
在
庫
機

能
を
、
Ｄ
Ｘ
時
代
に
対
応
し
た
き
め
細
か

な
管
理
で
構
築
し
て
い
き
た
い
。

　
１
年
前
に
開
設
し
た
東
京
テ
ク
ニ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
で
活
用
が

制
約
さ
れ
た
が
、
ソ
リ
ュ
―
シ
ョ
ン
営
業

の
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る

拠
点
と
し
て
今
年
は
利

用
を
推
進
し
て
い
く
。

国
内
の
ス
マ
ー
ト
営
業
所
も
、
昨
年
は
甲

府
、
金
沢
、
北
九
州
に
開
設
し
た
が
、
今

年
は
盛
岡
も
検
討
し
て
い
る
。

　
22
年
４
月
か
ら
３
カ
年
の
新
し
い
中
期

計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
が
、
25
年
度
ま

で
の
経
営
構
想
「
サ
ン
ワ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０

２
５
」
に
基
づ
き
、
25
年
か
ら
30
年
ま
で

を
含
め
た
長
期
的
視
点
で
考
え
て
い
き
た

い
。

強
み
に
磨
き
を
か
け
成
長

代表取締役社長 田中　裕之
カナデン

　
２
０
２
１
年
度
業
績
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
や
半
導
体
不
足

に
よ
る
製
品
供
給
問
題
で
厳
し
い
状
況
が

続
き
、
売
上
高
１
０
７
０
億
円
、
営
業
利

益
は
前
年
度
比
34
・
７
％
増
の
36
億
円
、

純
利
益
は
３
・
５
％
増
の
24
億
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
は
設
備
投
資
抑
制
と
製

品
供
給
問
題
に
よ
り
回
復
が
鈍
い
。
ビ
ル

設
備
は
情
報
通
信
事
業
者
向
け
電
源
設
備

が
堅
調
に
推
移
し
、
低
温
機
器
も
好
調
な

ス
ー
パ
ー
等
の
需
要
に
よ
り
堅
調
だ
が
、

空
調
機
器
は
、
オ
フ
ィ
ス
・
飲
食
業
等
の

需
要
が
低
調
。
イ
ン
フ
ラ
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
鉄
道
事
業
者
の
設
備
投
資
が
見
直
さ
れ

る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
情
通
・
デ
バ
イ
ス

は
、
半
導
体
・
デ
バ
イ
ス
が
世
界
的
な
需

要
好
調
に
よ
り
大
幅
伸
長
。
情
報
通
信
分

野
は
、
画
像
・
映
像
機
器
が
製
品
供
給
問

題
の
影
響
で
苦
戦
し
て
い
る
。

　
「
カ
ナ
デ
ン
Ｄ
Ｘ
」
に
本
格
的
に
取
り

組
み
、
11
月
に
「
製
品
サ
イ
ト
」
を
オ
ー

プ
ン
。
取
り
扱
い
企
業
２
２
０
社
の
製
品

情
報
の
掲
載
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
反
響
が

大
き
く
、
１
カ
月
で
こ
れ
ま
で
の
１
年
分

と
同
じ
問
い
合
わ
せ
数
を
獲
得
で
き
た
。

重
要
な
の
は
、
こ
れ
を
い
か
に
ビ
ジ
ネ
ス

に
つ
な
げ
て
い
く
か
。
そ
れ
に
向
け
て
イ

ン
サ
イ
ド
セ
ー
ル
ス
の
体
制
準
備
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
Ｓ
Ｆ
Ａ
（
営
業
支
援
シ
ス

テ
ム
）
を
導
入
し
、
商
談
状
況
の
見
え
る

化
を
進
め
、
組
織
営
業
の
強
化
を
図
っ
て

い
る
。

　
22
年
は
、
労
働
力
不
足
に
よ
る
自
動
化

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
当
社
が

得
意
と
す
る
領
域
が
旺
盛
に
な
る
と
想
定

し
て
い
る
。
自
動
化
ビ
ジ
ネ
ス
は
配
膳
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
に
も

取
り
組
み
、
こ
の
ほ
か
Ｚ
Ｅ
Ｂ
、
太
陽
光

な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
ビ
ジ
ネ
ス
、

医
療
・
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
力
を
入
れ

る
。

　
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
お
客
様
の
課
題

解
決
に
貢
献
し
、
持
続
的
に
成
長
を
続
け

る
企
業
と
な
る
べ
く
、
カ
ナ
デ
ン
Ｄ
Ｘ
を

強
力
に
推
し
進
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

変
革
を
行
い
、
業
績
も
確
実
な
成
長
軌
道

を
目
指
す
。

カ
ナ
デ
ン
Ｄ
Ｘ
を
強
力
に
推
進

代表取締役社長 本橋　伸幸

岡本無線電機

　
２
０
２
２
年
3
月
期
は
、
売
上
高
は
22

％
増
の
５
０
０
億
円
と
な
る
見
通
し
。
半

導
体
を
は
じ
め
電
子
部
品
全
般
の
調
達
難

が
あ
っ
た
が
、
自
動
車
関
連
、
半
導
体
製

造
装
置
、
産
業
機
器
な
ど
好
調
だ
っ
た
。

車
載
・
医
療
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
注
力
市
場

に
加
え
、
通
信
・
セ
ン
サ
ー
関
連
部
品
の

販
売
強
化
、
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ａ
Ｇ
Ｖ
な
ど
生

産
設
備
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
力
を
入
れ
た
。

　
２
０
１
９
年
か
ら
展
示
会
に
出
展
し
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て
い
る
お
客
様
向

け
に
通
信
や
セ
ン
サ
ー
デ
バ
イ
ス
、
ま

た
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
完
成
品
デ

モ
を
提
案
し
、
新
規
顧
客
獲
得
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
10
月
に
は
電
子
機
器
ト
ー
タ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
に
出
展
。
オ
ン
ラ

イ
ン
展
示
会
に
つ
い
て
も
、
お
客
様
ご
と

に
最
適
化
し
た
内
容
で
個
別
開
催
し
、
少

し
ず
つ
引
き
合
い
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　
22
年
度
か
ら
３
カ
年
の
中
期
経
営
計
画

を
予
定
し
て
い
る
。
通
信
と
セ
ン
サ
ー
デ

バ
イ
ス
を
軸
と
し
た
付
加
価
値
の
提
案
を

強
化
し
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
の
お
役
立

ち
を
進
め
る
。
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
に
、
車

載
、
医
療
、
環
境
分
野
へ
の
働
き
か
け
を

強
化
。
オ
ン
ラ
イ
ン
も
効
果
的
に
使
っ
て

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
お
取
引
先
様
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
増
や
し
、
新
た
な
取
組
み
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

　
リ
ア
ル
展
示
会
へ
の
出
展
と
オ
ン
ラ
イ

ン
展
示
会
を
予
定
し
、
1
月
は
大
阪
の
Ｉ

ｏ
Ｔ
＆
５
Ｇ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
、
6
月

に
は
東
京
で
電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
展
に
出
展
す
る
。

　
車
載
関
連
や
半
導
体
関
連
の
投
資
な
ど

需
要
増
は
当
面
は
続
き
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み
も

ま
す
ま
す
強
化
さ
れ

る
。
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
が
電
子
化
の
流
れ
の
中
で
果
た
す
役

割
は
長
期
的
に
続
く
。
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
専
門
商
社
と
し
て
、
新
し
い
商
品
を
お

客
様
に
合
わ
せ
た
形
で
タ
イ
ム
リ
ー
に
提

案
し
、
技
術
面
の
提
案
を
付
加
価
値
と
し

て
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
案
ま
で
行
え
る

よ
う
に
な
り
な
が
ら
、
お
客
様
に
寄
り
添

っ
た
存
在
と
な
れ
る
よ
う
歩
み
を
進
め
て

い
く
。

技
術
提
案
を
付
加
価
値
に

代表取締役社長 岡本 崇義
サンセイテクノス

　
２
０
２
２
年
３
月
期
の
上
期
売
り
上
げ

は
、
前
年
同
期
比
１
２
０
・
１
％
の
１
２

２
・
３
億
円
、
経
常
利
益
は
同
１
１
２
・

５
％
の
10
・
６
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
21

年
11
、
12
月
も
売
り
上
げ
を
キ
ー
プ
で
き

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
で
行
け
ば
通

期
の
売
り
上
げ
は
２
４
０
億
円
が
達
成
で

き
る
と
思
う
。
し
か
し
、
国
内
外
の
コ
ロ

ナ
の
動
向
、
製
品
の
調
達
難
な
ど
を
懸
念

し
、
投
資
を
控
え
よ
う
と
い
う
話
も
出
始

め
て
い
る
。

　
品
不
足
の
影
響
が
拡
大
す
る
中
で
当
社

は
、
20
年
11
月
に
中
部
物
流
セ
ン
タ
ー

（
愛
知
県
小
牧
市
）
を
開
設
し
、
南
大
阪

物
流
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
府
堺
市
）
と
の
２

拠
点
体
制
に
し
て
い
た
こ
と
で
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ

（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
）
対
応
が
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
で
き
た
。
以
前
か
ら
流
通
在
庫

の
管
理
は
細
か
な
調
整
を
し
な
が
ら
強
化

し
て
き
て
い
る
。
昨
年
も
南
大
阪
物
流
セ

ン
タ
ー
か
ら
中
部
物
流
セ
ン
タ
ー
へ
ス
ト

ッ
ク
置
き
場
を
移
管
し
、
余
裕
の
で
き
た

南
大
阪
物
流
セ
ン
タ
ー
で
は
レ
イ
ア
ウ
ト

変
更
に
よ
り
、
在
庫
保
有
能
力
を
約
１
・

５
倍
に
増
強
し
た
。
ま
た
、
コ
ン
ベ
ア
に

よ
る
自
動
仕
分
け
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど

に
よ
り
、
作
業
効
率
を
飛
躍
的
に
向
上
さ

せ
て
い
る
。

　
現
在
の
品
不
足
の
局
面
に
対
し
、
数
十

年
単
位
で
積
み
上
げ
て
き
た
当
社
の
在
庫

管
理
へ
の
取
り
組
み
が
、
お
客
様
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
る
。

当
社
が
、
市
場
へ
の
安
定
供
給
と
言
う
Ｓ

Ｃ
Ｍ
全
体
の
中
で
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
機
能
を
果
た

せ
る
よ
う
、
今
後
も
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て

物
流
力
を
磨
い
て
い
き
た
い
。

　
長
期
の
経
営
テ
ー
マ
に
「
顧
客
感
動
」

を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
実
現
に
向
け
た

サ
ブ
テ
ー
マ
に
今
年
は
「
徳
道
思
想
」
で

取
り
組
む
。
コ
ロ
ナ
で

心
理
的
に
疲
弊
し
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
に
な
り
が
ち
で

あ
る
が
、
昨
年
の
「
徳
目
追
求
」
を
深
化

さ
せ
、
「
徳
」
が
会
社
を
構
成
す
る
社
員

一
人
ひ
と
り
の
本
当
の
意
味
で
血
肉
と
な

る
領
域
に
踏
み
込
も
う
と
い
う
も
の
。

　
21
年
に
初
め
て
取
得
し
た
「
健
康
経
営

優
良
法
人
」
の
認
定
を
22
年
も
取
得
し
、

社
員
の
健
康
的
に
働
く
環
境
づ
く
り
を
継

続
的
に
進
め
て
い
く
。

「
徳
道
思
想
」で
社
員
の
成
長
を

代表取締役社長 浦野　俊明
高木商会

　
２
０
２
２
年
３
月
期
の
業
績
は
、
売
り

上
げ
が
前
年
度
比
１
３
０
％
の
２
４
０
億

円
を
超
過
す
る
。 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
消
費

や
生
産
が
減
少
し
て
い
た
が
、
21
年
３
月

か
ら
半
導
体
製
造
装
置
や
Ｐ
Ｃ
Ｂ
関
連
装

置
の
業
界
が
急
速
に
立
ち
上
が
り
始
め

た
。
そ
の
後
、
半
導
体
や
部
材
の
不
足
、

輸
送
コ
ス
ト
や
原
価
の
上
昇
な
ど
で
、
納

期
や
価
格
改
定
の
問
題
が
起
こ
り
、
先
納

期
の
注
文
が
急
増
し
た
こ
と
で
受
注
は
前

年
比
１
８
０
％
ま
で
増
え
て
い
る
。
受
注

残
も
例
年
に
な
い
２
年
先
の
納
期
ま
で
増

加
し
、
現
在
７
カ
月
分
に
膨
ら
ん
で
い

る
。
ま
た
、
中
国
市
場
で
の
販
売
も
好
調

で
、
売
り
上
げ
が
１
７
０
％
、
受
注
も
１

９
０
％
に
な
っ
て
い
る
。

　
販
売
が
伸
び
た
業
界
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
関
連

向
け
が
２
６
３
％
と
最
も
大
き
く
、
次
い

で
半
導
体
製
造
装
置
１
８
０
％
、
物
流
１

７
８
％
、
工
作
機
械
１
５
２
％
な
ど
。
製

品
で
は
、
接
続
機
器
が
１
４
５
％
、
Ｉ
Ｐ

Ｃ
関
連
が
１
３
５
％
と
大
き
く
伸
び
て
い

る
。

　
19
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
営
業
の
Ｄ

Ｘ
化
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
販
売
ツ
ー
ル
と

し
て
大
き
く
貢
献
し
、
昨
年
は
Ｗ
ｅ
ｂ
セ

ミ
ナ
ー
を
36
セ
ミ
ナ
ー
開
催
し
、
約
５
０

０
０
人
が
受
講
し
て
お
り
、
Ｗ
ｅ
ｂ
商
談

や
Ｗ
ｅ
ｂ
ツ
ー
ル
な
ど
の
有
効
活
用
で
お

客
様
へ
の
タ
ッ
チ
件
数
も
増
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
Ｄ
Ｘ
営
業
は
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
当
た
り
前
の
方
法
に
な
り
そ
う
だ
。

　
今
年
も
企
業
の
投
資
意
欲
は
旺
盛
で
あ

る
こ
と
か
ら
需
要
に
大
き
な
期
待
が
持
て

る
。
立
花
エ
レ
テ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
と
し
て

21
年
４
月
か
ら
中
期
経
営
計
画
「
Ｎ
ｅ
ｗ

　
Ｃ
．
Ｃ
．
Ｊ
２
２
０
０
」
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
が
、
当
社
も
３
０
０
億
円
の
売

り
上
げ
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
年
１
月
か
ら
、
「
Ｉ
ｏ
Ｔ 

Ｃ
ｏ
ｎ

ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｓ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ｓ
」
の
キ
ャ
ッ
チ
を
掲
げ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
に

向
け
当
社
の
強
み
で
あ
る
接
続
機
器
（
コ

ネ
ク
タ
、
端
子
台
、
無
線
）
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
、

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
、
ク
ラ
ウ
ド
、
Ｈ
Ｍ
Ｉ
な

ど
、
装
置
と
装
置
、
人
と
機
械
、
Ｏ
Ｔ
と

Ｉ
Ｔ
な
ど
、
つ
な
ぐ
「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ

ｉ
ｎ
ｇ
」
に
注
力
し
、
機
器
売
り
か
ら
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
モ
ノ
か
ら
コ
ト
へ
と
ビ

ジ
ネ
ス
を
変
化
さ
せ
成
長
さ
せ
て
い
き
た

い
。

Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
を
鍵
に

代表取締役社長 中山　広幸
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各
社
ト
ッ
プ
が
語
る 

２
０
２
２

ライト電業

　
２
０
２
１
年
７
月
期
の
業
績
は
、
売
り

上
げ
が
１
５
６
億
円
と
前
年
度
比
約
２
％

の
増
収
に
な
り
、
増
益
も
実
現
で
き
た
。

受
注
残
が
年
間
売
り
上
げ
の
３
分
の
１
ぐ

ら
い
に
膨
ら
ん
で
い
る
が
、
製
品
が
入
手

で
き
な
い
た
め
、
売
り
上
げ
を
上
げ
ら
れ

な
い
が
実
状
だ
。
当
社
の
強
み
で
あ
る
Ｓ

Ｂ
（
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
）
部
員

は
、
昨
年
４
月
に
６
人
増
え
54
人
と
、
全

社
員
の
約
４
分
の
１
に
な
っ
て
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
Ｄ
Ｘ
な
ど
で
幅
広
シ
ス
テ
ム

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
も
、
若
い
社
員
で
も
初
め
か

ら
自
分
が
主
役
に
な
っ
て
シ
ス
テ
ム
を
作

り
上
げ
な
が
ら
実
地
で
覚
え
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
成
長
が
速
く
、
入
社
２
、
３
年

目
の
社
員
で
も
お
客
様
に
提
案
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
は
、
一
人

ひ
と
り
の
や
り
が
い
向
上
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
当
社
の
Ｓ
Ｂ
は
、
当
社
な
ら
で

は
の
提
案
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
構
築
力
が

強
み
で
、
お
客
様
か
ら
の
期
待
の
高
さ
を

感
じ
て
い
る
。

　
今
期
の
売
り
上
げ
は
前
期
比
10
％
増
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
、
環
境
問
題
は

す
べ
て
の
お
客
様
の
共
通
し
た
課
題
で
あ

る
が
、
こ
の
提
案
活
動
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
強
み
を
有
す
る
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
ジ
ャ
パ
ン（
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ｊ
）と
連
携
し
、
監

視
カ
メ
ラ
や
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
の
活
用
を
し
た

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
開
拓
を
進
め
て
い
る
。

　
本
社
ビ
ル
を
24
年
11
月
に
建
て
替
え

る
。
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
実
現
に
向

け
イ
ン
フ
ラ
を
充
実
さ
せ
る
予
定
だ
。
同

時
に
、
物
流
セ
ン
タ
ー
を
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
の
対

応
も
考
慮
し
て
、
21
年
中
に
高
台
に
移
転

す
る
計
画
も
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
営
業

拠
点
も
昨
年
、
海
外
で
は
中
国
の
拠
点
６

カ
所
を
上
海
周
辺
に
集
中
さ
せ
、
国
内
も

香
川
西
と
高
松
を
新
た
な
自
社
ビ
ル
に
ま

と
め
高
松
支
店
に
し
た
。
10
回
目
の
「
ラ

イ
ト
電
業
オ
リ
ジ
ナ
ル
展
示
会
」
を
、
５

月
31
日
か
ら
中
四
国
・
九
州
の
６
会
場
で

開
催
す
る
。
東
京
の
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
、
ロ
ボ

ッ
ト
展
の
出
展
メ
ー
カ
ー
約
90
社
が
参
加

を
予
定
し
て
い
る
。
基
幹
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
も
一
昨
年
５
月
に
入
れ
替
え

が
完
了
し
て
、
益
々
業
務
の
効
率
化
も
進

ん
で
い
る
。

　
個
人
の
成
長
が
会
社
の
つ
な
が
る
よ
う

に
各
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
し
、

今
年
も
取
り
組
み
た
い
。

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
力
に
磨
き

代表取締役社長 岡本　典久
鳥居電業

　
２
０
２
２
年
３
月
期
の
売
り
上
げ
は
、

前
年
度
比
１
１
５
％
ぐ
ら
い
に
な
り
そ
う

だ
。
こ
こ
数
年
で
最
も
売
り
上
げ
が
多
か

っ
た
18
年
度
を
超
え
る
ペ
ー
ス
で
推
移

し
、
受
注
は
同
１
・
５
倍
、
受
注
残
は
同

３
倍
に
な
っ
て
い
る
。
半
導
体
製
造
関
連

向
け
が
好
調
な
の
に
加
え
、
当
社
の
強
み

で
あ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
関
係
向
け
も
、
19
、

20
年
と
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
落
ち
込
ん
で

い
た
が
、
21
年
は
そ
の
落
ち
込
み
分
を
リ

カ
バ
リ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

開
拓
途
上
で
あ
る
が
、
自
動
車
部
品
関
連

市
場
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
徐
々
に
成
果
が
見
え
始
め

て
い
る
。

　
来
期
は
、
前
年
度
比
１
２
０
％
ぐ
ら
い

の
売
り
上
げ
を
考
え
て
い
る
が
、
現
在
の

受
注
状
況
化
か
ら
見
る
と
も
っ
と
増
え
る

可
能
性
が
高
い
。
今
年
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
加

え
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
動
き
に

対
応
し
た
取
り
組
み
を
強
め
る
。
こ
の
と

こ
ろ
重
工
業
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に
、
水
素

や
ア
ン
モ
ニ
ア
等
の
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
対
応
す
る
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
積
極
的

に
行
う
方
針
を
示
し
て
い
る
。
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
減
ら
す
た
め
に
、
Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｄ
Ａ
を
活
用
し
た
設
備
の
見
え
る
化
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
客
様

の
制
御
規
模
に
合
わ
せ
た
最
適
な
機
能
と

コ
ス
ト
の
シ
ス
テ
ム
提
案
を
行
っ
て
い
き

た
い
。
と
く
に
、
制
御
の
エ
ッ
ジ
部
分
の

見
え
る
化
を
実
現
す
る
メ
ー
カ
ー
の
扱
い

を
進
め
て
き
た
こ
と
が
、
こ
こ
に
来
て
よ

う
や
く
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
。
１
月
26
日
か
ら
の
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

Ｓ
で
も
こ
の
取
り
組
み
を
展
示
す
る
。
今

後
も
、
お
客
様
の
困
り
ご
と
を
解
決
す
る

た
め
に
、
「
モ
ノ
売
り
か
ら
コ
ト
売
り
」

の
姿
勢
を
強
め
て
い
く
。

　
昨
年
、
子
会
社
の
高

砂
電
気
商
事
の
社
名
を

「
高
砂
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
」
に
変
更
し
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

機
器
商
社
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
調
し
た
。
ま

た
、
国
内
市
場
の
開
拓
に
リ
ソ
ー
ス
を
集

中
す
る
た
め
に
中
国
・
上
海
の
現
地
法
人

を
今
年
２
月
で
閉
鎖
す
る
。

　
今
年
は
、
メ
デ
ィ
カ
ル
分
野
を
メ
イ
ン

エ
ン
ジ
ン
に
し
な
が
ら
、
半
導
体
製
造
装

置
を
タ
ー
ボ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
に
し
て
加
速

し
て
い
き
た
い
。

エ
ッ
ジ
部
分
の
見
え
る
化
提
案

代表取締役社長 齊藤　修
新生電機

　
２
０
２
１
年
12
月
期
の
売
り
上
げ
は
、

前
期
比
約
５
％
増
の
84
億
円
で
あ
っ
た
。

期
の
途
中
ま
で
は
過
去
最
高
の
19
年
度
売

り
上
げ
を
超
え
る
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い

た
が
、
部
材
不
足
な
ど
で
先
延
ば
し
に
な

る
案
件
が
出
始
め
た
こ
と
で
、
過
去
最
高

に
は
３
億
円
ほ
ど
足
り
な
か
っ
た
。
販
売

で
き
る
製
品
が
あ
れ
ば
も
っ
と
伸
ば
せ
た

だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
前
年
度
売
り
上
げ

を
上
回
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

　
22
年
は
受
注
残
も
多
い
こ
と
か
ら
、
売

り
上
げ
は
前
年
度
実
績
を
超
え
ら
れ
る
と

思
う
が
、
今
年
も
コ
ロ
ナ
と
納
期
問
題
と

戦
う
１
年
間
と
な
り
そ
う
で
、
戦
略
が
非

常
に
立
て
づ
ら
い
。
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動

車
）
、
自
動
運
転
、
５
Ｇ
関
連
な
ど
を
中

心
に
設
備
投
資
案
件
は
増
え
て
い
る
が
、

販
売
す
る
製
品
が
入
っ
て
こ
な
い
こ
と
に

は
売
り
上
げ
が
上
げ
ら
れ
な
い
の
が
実
状

だ
。

　
今
年
は
昨
年
も
取
り
組
ん
だ
ヤ
マ
ハ
の

ロ
ボ
ッ
ト
や
搬
送
シ
ス
テ
ム
の
拡
販
に
取

り
組
む
。
社
員
の
操
作
訓
練
用
に
ロ
ボ
ッ

ト
や
自
動
機
を
購
入
し
勉
強
を
重
ね
て
い

る
が
、
販
売
実
績
が
上
が
っ
て
き
た
こ
と

で
、
社
員
の
拡
販
意
識
も
高
く
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
販
売
専
門
の
社

員
育
成
も
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
リ
ニ
ア

搬
送
シ
ス
テ
ム
も
実
績
が
増
え
て
き
て
お

り
、
リ
ピ
ー
ト
オ
ー
ダ
ー
も
入
っ
て
き
て

い
る
。

　
23
年
１
月
か
ら
の
社
内
組
織
改
革
実
施

に
向
け
て
、
今
年
１
年
間
準
備
を
進
め

る
。
現
在
、
顧
客
ご
と
に
部
署
を
分
け
て

い
る
が
、
顧
客
の
増
加
と
と
も
に
営
業
効

率
が
悪
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

い
く
つ
か
の
課
を
統
合
し
た
エ
リ
ア
別
の

営
業
体
制
を
検
討
し
て
い
る
。
同
時
に
営

業
社
員
を
増
や
す
た
め
に
、
新
卒
社
員
の

採
用
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
く
。
将
来
を
見
越

し
て
九
州
地
区
で
も
新

卒
採
用
活
動
を
始
め
て
い
る
。
当
社
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
な
が
ら
、
社
員
全
員

に
満
足
度
を
感
じ
て
も
ら
え
る
取
り
組
み

を
継
続
し
た
い
。
今
年
は
創
業
60
周
年
に

あ
た
る
。
３
月
で
社
長
就
任
１
年
を
迎
え

る
が
、
今
年
も
「
敏
速
・
確
実
」
を
合
言

葉
に
、
地
域
に
密
着
し
た
営
業
姿
勢
で
お

客
様
と
接
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。

60
周
年
を
敏
速
・
確
実
に
推
進

代表取締役社長 瓦谷　祐司
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各
社
ト
ッ
プ
が
語
る 

２
０
２
２

中央無線電機

　
２
０
２
１
年
４
月
期
の
売
り
上
げ
は
、

前
年
比
で
１
１
０
％
く
ら
い
に
な
り
そ
う

で
あ
る
。
世
界
的
な
部
材
入
手
困
難
に
よ

る
製
品
の
長
納
期
化
で
上
期
前
半
は
厳
し

い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
上
期
後
半
よ
り
徐

々
に
入
荷
も
増
え
、
売
り
上
げ
も
伸
び
て

き
て
い
る
。
ま
た
受
注
も
昨
年
か
ら
増
加

傾
向
が
続
い
て
い
る
。
製
品
の
長
納
期
化

や
半
導
体
需
要
の
拡
大
な
ど
が
要
因
だ
と

考
え
る
が
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
。
こ
う
し
た
中
で
、
20
年
に
引
き

続
き
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
制
限
は
あ
っ
た

が
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
後
押
し
と
な
っ
た
側

面
も
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
一
部
で

は
あ
る
が
在
宅
勤
務
の
体
制
も
で
き
た
。

今
年
は
さ
ら
な
る
生
産
性
の
向
上
に
向
け

て
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
当
社
は
商
社
の
お
客
様
の
割
合
が
多

く
、
毎
日
多
く
の
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
特
に
今
は
製
品
不
足
に
よ

り
代
替
品
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
多

く
、
営
業
・
業
務
が
連
携
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
る
。
頂
い
た
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な

い
よ
う
、
業
務
効
率
化
を
推
進
し
お
客
様

へ
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
。

　
22
年
は
引
き
続
き
半
導
体
製
造
装
置
、

工
作
機
械
な
ど
の
市
場
成
長
が
見
込
ま
れ

る
た
め
見
通
し
は
明
る
い
。
し
か
し
製
品

の
長
納
期
化
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
懸

念
材
料
で
あ
る
。
社
内
の
体
制
・
仕
組
み

を
整
え
な
が
ら
仕
入
先
メ
ー
カ
ー
と
協
力

し
、
お
客
様
へ
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
昨
年
設
立
70
周
年
を
迎
え
る
と
共
に
社

長
に
就
任
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

特
に
営
業
力
強
化
と
生
産
性
の
向
上
に
力

を
入
れ
て
い
く
。
お
客
様
情
報
を
分
析

し
、
有
資
格
者
を
活
か
し
た
提
案
営
業
を

拡
大
し
て
い
き
た
い
。
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

時
代
に
対
応
す
る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
化
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
が
、
今
や
っ

て
い
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
デ
ジ
タ
ル
化
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
や
り
方
自
体
を
見
直

す
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。
長
年

の
や
り
方
を
変
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
が
、
今
は
変
化
す
る
良
い
チ
ャ
ン
ス
で

あ
る
。
仕
入
先
と
共
に
成
長
し
、
変
化
す

る
市
場
や
お
客
様
の
需
要
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

変
革
へ
人
材
育
成
を
強
化

代表取締役社長 藤木　愛
大和無線電機

　
２
０
２
１
年
12
月
期
は
、
売
り
上
げ
が

前
期
比
１
１
１
％
で
、
粗
利
も
改
善
し
、

最
終
的
な
売
上
総
利
益
は
同
１
１
１
％
の

見
込
み
で
あ
る
。

　
昨
年
は
半
導
体
だ
け
で
な
く
、
コ
ネ
ク

タ
、
樹
脂
、
金
属
な
ど
が
品
不
足
と
価
格

値
上
げ
で
、
調
達
や
交
渉
に
苦
労
し
た
。

ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー
ス
関
連
で
は
、
半
導
体
が

あ
れ
ば
売
り
上
げ
に
繋
げ
ら
れ
た
案
件
も

多
く
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
を
感
じ
て
い

る
。

　
モ
ノ
売
り
か
ら
コ
ト
売
り
の
提
案
活
動

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ト
リ
リ
オ
ン
ノ
ー
ド

研
究
会
の
開
発
キ
ッ
ト
「
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ
ｏ
ｎ

ｙ
」
の
取
り
組
み
も
約
４
年
目
に
は
い

る
。
昨
年
こ
の
技
術
を
使
っ
た
、
密
状
態

検
出
や
人
理
解
画
像
セ
ン
サ
、
ま
た
企
画

・
開
発
事
例
と
し
て
曇
り
セ
ン
サ
の
デ
モ

を
展
示
会
で
行
っ
た
。
「
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ
ｏ
ｎ

ｙ
」
に
つ
い
て
は
、
誰
で
も
簡
単
に
扱

え
、
Ｄ
Ｘ
を
加
速
化
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て

評
価
さ
れ
、
「
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ
ア
ワ
ー
ド
」
を

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
22
年
度
は
モ
ノ
が
入
り
づ
ら
い
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
中
で
、
粗
利
率
を
重
視
し
て

取
り
組
む
。
今
年
度
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
「
Ｆ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
未
来
分
析
」
を
掲

げ
た
。
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
中
で
、
有
事

に
備
え
た
予
兆
分
析
の
観
点
か
ら
、
何
が

起
き
て
も
動
じ
な
い
よ
う
に
す
べ
て
を
想

定
し
て
お
く
た
め
に
、
社
員
全
員
が
デ
ー

タ
を
共
有
し
な
が
ら
分
析
を
行
う
こ
と

で
、
新
た
な
価
値
を
創
出
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

　
昨
年
か
ら
社
内
に
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
」
を
設
け
、
物
流
外
注
と
の
連

携
、
営
業
支
援
や
仕
入
業
務
、
さ
ら
に
は

営
業
部
と
管
理
部
の
部
門
間
協
業
を
担
っ

て
い
る
。
今
年
は
社
内
の
基
幹
シ
ス
テ
ム

の
「
次
世
代
型
」を
目
指
し
、も
う
一
歩
踏

み
込
ん
だ
活
用
を
進
め
る
。
営
業
の
テ
ー

マ
管
理
を
、
受
注
前
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
シ

ス
テ
ム
化
し
グ
ル
ー
プ
内
で
共
有
す
る
こ

と
で
効
率
を
上
げ
、
受
注
後
の
分
析
に
繋

げ
る
。
ま
た
、
受
注
前
の
デ
ー
タ
を
分
析

す
る
こ
と
で
、
お
客
様
の
困
り
ご
と
の
解

決
に
も
つ
な
が
る
。
社
内
の
３
部
門
（
営

業
、管
理
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
）
が
Ｄ

Ｘ
を
活
用
し
た
連
携
で
、
変
化
す
る
時
代

を
全
員
参
加
で
駆
け
抜
け
て
い
き
た
い
。

Ｄ
Ｘ
活
用
で
全
員
参
加
推
進

代表取締役社長 堀内　優
日昭無線

　
２
０
２
１
年
12
月
期
の
業
績
は
、
売
り

上
げ
が
前
年
度
比
２
桁
増
と
な
り
計
画
以

上
の
実
績
に
着
地
で
き
、
利
益
も
前
年
実

績
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。
販
売
す
る

製
品
が
納
期
通
り
入
っ
て
こ
な
い
こ
と
か

ら
受
注
残
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
23
年
に

納
品
す
る
注
文
も
来
て
い
る
。
受
注
増
に

対
応
し
て
在
庫
を
通
常
の
２
倍
に
積
み
増

し
て
い
る
が
、
商
社
と
し
て
在
庫
を
し
っ

か
り
確
保
し
て
お
く
こ
と
は
今
後
の
戦
略

の
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き

た
。

　
今
年
の
景
気
見
通
し
は
あ
ま
り
厳
し
く

は
見
て
は
い
な
い
。
ポ
イ
ン
ト
は
前
半
を

ど
う
乗
り
切
る
か
だ
と
思
う
。
22
年
も
２

桁
増
の
売
り
上
げ
を
目
指
す
が
、
あ
ま
り

高
望
み
し
な
い
で
足
元
を
し
っ
か
り
固
め

て
強
く
し
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
供
給

の
役
割
を
確
実
に
し
っ
か
り
と
果
た
し
て

い
く
。
人
手
不
足
や
部
材
不
足
な
ど
が
顕

著
に
な
る
中
で
、
営
業
の
ス
タ
イ
ル
も
、

お
客
様
に
製
品
を
納
品
す
る
だ
け
で
な

く
、
納
め
た
後
で
も
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
何
か
役
立
つ
よ
う
な
お
手
伝
い
方

法
を
考
え
る
、
と
い
っ
た
相
互
扶
助
の
取

り
組
み
も
進
め
て
い
き
た
い
。
販
売
競
争

が
激
し
く
な
る
中
に
あ
っ
て
、
「
モ
ノ
売

り
か
ら
コ
ト
売
り
」
に
よ
る
差
別
化
で
あ

る
と
思
う
。
一
昨
年
か
ら
、
営
業
か
ら
物

流
機
能
を
分
離
し
た
こ
と
で
、
営
業
が
本

来
の
販
売
活
動
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
新
規
開
拓
や
既
存
顧
客
の
掘
り
起
こ

し
な
ど
に
力
を
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
訪
問
営
業
に

は
ま
だ
制
約
が
多
い
も
の
の
、
営
業
車
の

削
減
効
果
な
ど
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
２
年
ほ
ど
前
か
ら
社
内
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
基
幹
シ
ス
テ
ム
の

入
れ
替
え
準
備
を
進
め
て
い
る

が
、
今
年
中
に
新
シ
ス
テ
ム
に

切
り
替
え
る
。
従
来
か
ら
使
っ
て
い
る
当

社
独
自
の
シ
ス
テ
ム
の
良
さ
を
生
か
し
な

が
ら
、
最
新
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
融
合
さ
せ

た
さ
ら
に
使
い
や
す
い
基
幹
シ
ス
テ
ム
に

す
る
予
定
だ
。
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
と
連

携
し
な
が
ら
、
社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
深
め
て
情
報
の
共
有
と
協
力
を
進

め
る
Ｗ
ｉ
ｎ
―
Ｗ
ｉ
ｎ
の
取
り
組
み
で
、

成
果
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

相
互
扶
助
の
取
り
組
み
推
進

代表取締役社長 伊佐野　勝利

アール電子

　
２
０
２
１
年
12
月
期
（
第
41
期
）
の
業

績
は
、
売
り
上
げ
が
前
期
比
22
・
８
％

増
、
粗
利
は
18
・
５
％
増
と
な
り
、
売
り

上
げ
は
過
去
最
高
の
実
績
を
残
す
こ
と
が

で
き
た
。
昨
年
は
電
子
電
機
部
品
の
需
要

増
と
供
給
遅
延
か
ら
納
期
遅
れ
が
発
生
。

仕
入
れ
先
の
各
メ
ー
カ
ー
も
在
庫
切
れ
や

納
期
不
明
な
ど
の
状
態
に
な
っ
た
こ
と

で
、
納
品
が
で
き
ず
に
受
注
だ
け
が
増

え
、
納
期
管
理
で
忙
し
い
１
年
で
あ
っ

た
。

　
創
業
40
年
で
あ
っ
た
昨
年
は
当
社
に
と

っ
て
、
好
調
な
業
績
に
加
え
、
本
社
ビ
ル

の
移
転
、
物
流
セ
ン
タ
ー
・
営
業
所
の
開

設
、
会
社
ロ
ゴ
の
変
更
な
ど
、
エ
ポ
ッ
ク

に
な
る
年
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
の
本
社
で

あ
っ
た
ビ
ル
の
建
て
替
え
に
伴
い
本
社
を

32
年
振
り
に
移
転
し
た
が
、
倉
庫
を
新
た

に
開
設
し
た
物
流
セ
ン
タ
ー
と
城
東
営
業

所
（
東
京
都
足
立
区
）
に
移
管
し
た
こ
と

で
在
庫
ス
ペ
ー
ス
を
３
倍
に
拡
張
で
き
、

本
社
事
務
所
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
。

ま
た
、
会
社
の
新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
「
Ｒ
Ｄ

Ｓ
」
は
、
社
名
の
ア
ー
ル
電
子
と
、
「
Ｒ

（
Ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
＝
抵
抗
）
」
「
Ｄ

（
Ｄ
ｅ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
／
Ｉ
Ｃ
）
＝
半
導
体
」

「
Ｓ
（
Ｓ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）=

問
題
解

決
」
を
意
味
し
、
Ｒ
―
Ｄ
Ｓ
＝
抵
抗
か
ら

Ｉ
Ｃ
（
電
機
・
電
子
部
品
す
べ
て
や
ロ
ー

テ
ク
か
ら
ハ
イ
テ
ク
）
ま
で
の
問
題
解
決

に
取
り
組
む
企
業
姿
勢
を
表
現
し
た
。
ま

た
、
少
し
斜
め
に
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
躍

進
や
前
進
の
意
味
も
込
め
て
い
る
。

　
今
期
は
、
前
期
比
４
％
増
の
売
り
上
げ

計
画
を
立
て
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
年
も

前
半
は
昨
年
同
様
受
注
先
行
で
推
移
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
い
つ
ま
で
も
こ

の
状
況
が
継
続
さ
れ
る
と
は
思
え
な
い
。

ユ
ー
ザ
ー
、
代
理
店
、
メ
ー
カ
ー
の
在
庫

が
増
え
て
き
た
時
に
、

受
注
が
当
然
落
ち
る
こ

と
に
な
る
。
在
庫
調
整

時
期
の
半
年
ぐ
ら
い
は
低
迷
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
の
時
期
が
今
年
後
半
か
、
来

年
前
半
に
は
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
た
だ
、
電
子
電
機
部
品
の
需
要
は

今
後
も
継
続
す
る
の
は
間
違
い
な
く
、
あ

ま
り
心
配
す
る
必
要
は
な
い
。
商
社
と
し

て
販
売
先
の
お
客
様
を
し
っ
か
り
と
サ
ポ

ー
ト
し
な
が
ら
他
と
の
差
異
化
を
進
め
て

い
き
た
い
。

差
異
化
し
た
サ
ポ
ー
ト
で
飛
躍

代表取締役社長 松本　年生
大洋電機

　
２
０
２
１
年
12
月
期
の
売
り
上
げ
は
、

前
年
度
比
約
１
５
０
％
以
上
に
な
り
、
コ

ロ
ナ
前
の
19
年
を
上
回
り
、
過
去
最
高
に

な
っ
た
。
利
益
も
確
保
で
き
て
い
る
。
そ

の
大
き
な
要
因
は
、
学
校
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
推
進
に
向
け
た
高
速
大
容

量
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
事
に
伴
う
受
注

が
大
き
く
貢
献
し
た
。
ま
た
、
半
導
体
の

製
造
投
資
に
伴
う
産
業
用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ

ｅ
ｔ
ケ
ー
ブ
ル
の
加
工
・
販
売
も
前
年
度

比
１
４
０
％
伸
長
す
る
な
ど
、
２
つ
の
大

き
な
流
れ
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
売
り
上
げ

に
つ
な
が
っ
た
。
タ
イ
で
の
販
売
活
動
も

順
調
に
推
移
し
た
。

　
22
年
12
月
期
の
売
り
上
げ
は
、
同
１
１

０
％
で
計
画
し
て
い
る
。
学
校
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
の
売
り
上
げ
は
昨
年
よ
り
減

少
す
る
だ
ろ
う
が
、
今
年
も
継
続
し
て
見

込
め
る
。
産
業
用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
の

仕
事
は
、
対
応
で
き
る
と
こ
ろ
が
少
な
い

こ
と
か
ら
人
員
を
増
や
し
て
作
業
を
行
っ

て
い
る
が
、
受
注
に
追
い
つ
か
な
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
部
材
も
不
足
し
て
お

り
、
納
期
も
長
く
な
っ
て
い
る
の
が
実
状

だ
。

　
今
後
の
国
内
の
産
業
構
造
は
、
人
口
減

と
と
も
に
無
人
化
・
省
人
化
が
進
む
だ
ろ

う
が
、
基
本
的
に
は
市
場
が
縮
小
し
て
い

く
こ
と
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
対
応
策
と
し
て
、
一
つ
は
海
外
市

場
、
特
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
で
の
市
場
開

拓
を
進
め
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
企
業
と

し
て
高
収
益
体
質
を
確
立
す
る
こ
と
が
重

要
だ
。
当
社
も
樹
脂
類
価
格
の
高
騰
に
対

し
て
、
価
格
改
定
を
行
い
製
品
へ
の
価
格

転
嫁
を
進
め
て
い
る
。
し
っ
か
り
利
益
を

確
保
し
て
、
社
員
の
待

遇
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
を
強
め
る
。
　

　
メ
ー
カ
ー
的
な
位
置

づ
け
の
大
洋
電
機
に
対
し
、
別
会
社
の
ネ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
は
大
洋
電
機
の
販
売
部
門

的
な
活
動
を
今
年
は
さ
ら
に
強
め
る
。
昨

年
か
ら
５
人
ぐ
ら
い
の
小
さ
い
企
業
向
け

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
Ｂ
to
Ｂ
で

配
線
資
材
と
電
線
の
販
売
を
行
う
シ
ス
テ

ム
構
築
を
行
っ
て
い
た
が
、
今
年
か
ら
本

格
的
に
活
動
を
始
め
る
。
海
外
で
の
ニ
ー

ズ
が
高
く
、
成
果
に
期
待
し
て
い
る
。

国
内
外
で
ネ
ッ
ト
販
売
を
推
進

代表取締役社長 西村　浩
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わ
が
国
の
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
は
、
技
術
革
新
と
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
り
進
化
を
続
け
て
い
る
。
展
示
会
も
、
従
来
は

対
面
を
中
心
と
し
た
デ
モ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て

そ
の
進
化
を
体
感
す
る
こ
と
が
役
割
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、

い
ま
や
デ
ー
タ
や
情
報
が
時
間
と
空
間
を
超
越
し
て
価
値
を
産

む
時
代
に
突
入
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
展
示
会
も
併
せ
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
す
る
こ
と
で
、
自

ら
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
し
な
が

ら
発
信
し
て
い
く
。

　
展
示
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
「
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と
計
測

の
先
端
技
術
総
合
展
」
で
、
テ
ー
マ
は
「
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｚ
Ｕ
Ｋ

Ｕ
Ｒ
Ｉ
と
い
う
『
底
力
』
を
未
来
へ
。
」
と
な
っ
て
い
る
。
わ

が
国
の
成
長
や
躍
進
を
長
く
支
え
て
き
た
基
幹
産
業
で
あ
る
も

の
づ
く
り
こ
そ
が
、
新
た
な
未
来
を
育
む
力
に
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
今
こ
そ
、
製
造
・
生
産
な
ど
の
現
場
に
携
わ

る
方
々
の
力
と
も
の
づ
く
り
が
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
掛

け
合
わ
さ
っ
て
、
国
内
だ
け
で
な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代

に
真
価
を
発
揮
し
て
い
く
、
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
る
。

　
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と
計
測
は
、
モ
ノ
を
制
御
し
て
動
か

し
、
動
き
ゃ
量
を
計
測
し
て
ま
た
そ
れ
を
制
御
す
る
と
い
う
三

位
一
体
の
技
術
で
、
産
業
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
Ｉ
Ｉ

Ｆ
Ｅ
Ｓ
は
電
機
・
計
測
産
業
を
核
と
す
る
産
業
界
の
最
先
端
技

術
や
情
報
が
集
結
す
る
。

　
今
回
の
出
展
社
数
は
、
リ
ア
ル
出
展
が
１
６
７
社
７
９
８
小

間
、
オ
ン
ラ
イ
ン
出
展
が
１
０
０
社
。
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
過

去
最
多
で
あ
っ
た
前
回
の
２
７
９
社
・
団
体
１
１
１
２
小
間
よ

り
は
若
干
減
少
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
急
速
に
コ
ロ
ナ
の
感
染
者

数
が
増
加
し
て
お
り
、
第
６
波
の
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
リ
ア
ル
出
展
を
中
止
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
の
出
展

に
切
り
替
え
る
会
社
が
増
え
て
い
る
。
リ
ア
ル
会
場
へ
の
来
場

に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
出
展
状
況
を
調
べ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　
「
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
２
０

２
２
」
で
は
、
３
つ
の

主
催
工
業
会
が
連
携
し

て
「
Ｄ
Ｘ
」
「
ビ
ジ
ネ

ス
エ
コ
シ
ス
テ
ム
・
オ

ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
「
人
材
育
成
」
の

３
つ
の
柱
で
、
主
催
者

企
画
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
、
工
業
会
主
催
展

示
会
な
ら
で
は
の
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す

る
。 リ

ア
ル
＆
オ
ン
ラ
イ
ン

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で

IIFES2022　１月26日（水）～28日（金）　東京ビッグサイト　１月26日（水）～２月25日（金）オンライン展
　
「
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
（
ア
イ
ア
イ
フ
ェ
ス
）
２
０
２
２
」
（
主

催
＝
日
本
電
機
工
業
会
、
日
本
電
気
制
御
機
器
工
業
会
、
日

本
電
気
計
測
器
工
業
会)

が
、
１
月
26
日
（
水
）
〜
28
日

（
金
）
に
リ
ア
ル
展
（
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
西
１
・
２
・
４

ホ
ー
ル
、
ア
ト
リ
ウ
ム
）
で
、
１
月
26
日
（
水
）
〜
２
月
25

日
（
金
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
展
で
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
開

催
さ
れ
る
。

　
「
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

Ｓ
」
は
、
日
本

を
代
表
す
る
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
総
合
展
「
シ

ス
テ
ム
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
フ
ェ
ア

（
Ｓ
Ｃ
Ｆ
）
」

と
、
国
内
最
大

級
の
計
測
と
制
御
の
専
門
展
示
会
「
計
測
展
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」

が
19
年
に
一
つ
の
展
示
会
と
な
り
誕
生
、
新
名
称
で
は
２
回

目
と
な
る
。
リ
ア
ル
展
の
開
場
時
間
は
、
10
時
〜
17
時
。
入

場
は
無
料
（
完
全
事
前
登
録
制
）
。
リ
ア
ル
展
・
オ
ン
ラ
イ

ン
展
を
合
わ
せ
て
総
来
場
者
数
５
万
人
を
見
込
ん
で
い
る

（
前
回
実
績
５
万
４
３
１
人
）
。
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Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
で
は
、
展
示
以
外
に
も
見
ど
こ
ろ
が
満
載
で
、

様
々
な
企
画
が
容
易
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｋ
ｅ
ｙ
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
３
日
間
行
わ
れ
る
。
会
場

は
い
ず
れ
も
会
議
棟
１
階
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
Ｂ
。

１
月
26
日
（
水
）
11
：
00
〜
12
：
00

　
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
未
来
へ
つ
な
ぐ
も
の
づ
く
り
」
と
題

し
、
日
立
製
作
所
執
行
役
副
社
長
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
事
業
統
括

本
部
長
青
木
優
和
氏
が
講
演
を
行
う
。

１
月
27
日
（
木
）
10
：
30
〜
11
：
30

　
「
Ｄ
Ｘ
時
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
エ
コ
シ
ス
テ
ム
：
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
『
民
主
化
』
か
ら
考
え
る
」
と
題
し
、
横
浜
国
立
大
学
大

学
院
　
大
学
院
環
境
情
報
学
府
・
研
究
院
教
授
安
本
雅
典
氏

１
月
28
日
（
金
）
10
：
30
〜
11
：
30

　
「
Ｄ
Ｘ
加
速
に
向
け
た
政
策
展
開
」
と
題
し
、
経
済
産
業
省

商
務
情
報
政
策
局
情
報
産
業
課
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
情
報
サ
ー
ビ

ス
戦
略
室
企
画
官
小
川
宏
高
氏
が
講
演
を
行
う
。

　
ま
た
、
テ
ー
マ
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
３
日
間
行
わ
れ
る
。
会
場
は

い
ず
れ
も
会
議
棟
１
階
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
Ｂ
。

１
月
26
日
（
水
）
15
：
30
〜
16
：
40

　
主
催
３
工
業
会
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
Ｍ
Ｏ

Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
と
い
う
『
底
力
』
を
未
来
へ
。
〜
３
工

業
会
の
Ｄ
Ｘ
取
り
組
み
〜
」
と
題
し
、
日
本
電
機
工
業
会
新
事

業
・
標
準
化
推
進
運
営
委
員
会
兼
受
給
一
体
型
サ
ー
ビ
ス
モ
デ

ル
検
討
委
員
会
委
員
長
羽
深
俊
一
氏
、
日
本
電
気
制
御
機
器
工

業
会
も
の
づ
く
り
・
こ
と
づ
く
り
委
員
会
委
員
長
杉
山
信
幸

氏
、
日
本
電
気
計
測
器
工
業
会
企
画
運
営
会
議
議
長
兼
Ｄ
Ｘ
推

進
検
討
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
主
査
宮
沢
敬
冶
氏
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
実

行
委
員
会
委
員
長
水
上
潔
氏
の
４
人
が
パ
ネ
ラ
ー
で
話
す
。

１
月
27
日
（
水
）
15
：
30
〜
16
：
40

　
欧
米
の
Ｄ
Ｘ
先
進
事
例
と
し
て
、
「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
の
デ
ジ

タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
で
、
シ
ー
メ
ン
ス
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
部
長
鴫
原
琢
氏
、

「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
製
造
業
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
」
で
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
製
造
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
Ｔ
ｏ

ｎ
ｙ
　
Ｘ
ｕ
氏
が
紹
介
す
る
。

１
月
28
日
（
金
）
15
：
30
〜
17
：
00

　
Ｄ
Ｘ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、
各
国
の
Ｄ
Ｘ
推
進
を
リ
ー

ド
す
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
４
氏
が
戦
略
を
紹
介
す
る
。

　
講
演
す
る
の
は
、
国
際
電
気
通
信
基
礎
技
術
研
究
所
イ
ン
タ

ラ
ク
シ
ョ
ン
科
学
研
究
所
所
長
宮
下
敬
宏
氏
、
イ
ギ
リ
ス
政
府

デ
ジ
タ
ル
庁
役
員
ニ
ッ
ク
　
ラ
イ
ト
氏
、
清
華
大
学
サ
イ
エ
ン

ス
パ
ー
ク
Ｔ
Ｕ
Ｓ
上
海
分
析
技
術
研
究
院
常
務
副
委
員
長
康

志
氏
、
タ
イ
国
立
電
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
役

員
バ
ニ
タ
　
ポ
ン
パ
イ
ブ
ー
ル
氏
。

　
一
方
、
未
来
の
も
の
づ
く
り
を
担
う
学
生
を
応
援
し
、
産
業

界
と
の
交
流
の
場
も
設
け
る
。

　
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
計
測
自
動
制
御
学
会
）
の
企
画
協
力
で
、
「
大

学
・
高
専
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
研
究
発
表
」
を
、
西
ホ
ー

ル
１
階
・
ア
ト
リ
ウ
ム
で
開
く
。
リ
ア
ル
10
研
究
室
・
オ
ン
ラ

イ
ン
５
研
究
室
が
参
加
し
、
Ｆ
Ａ
と
計
測
・
制
御
技
術
を
中
心

に
、
関
連
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
テ
ー
マ
で
展

示
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
最
終
日
に
は
ア
ト
リ
ウ

ム
ス
テ
ー
ジ
で
優
れ
た
研
究
室
を
表
彰
す
る
。

　
ま
た
、
「
学
生
の
た
め
の
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、
１
月

26
日
（
水
）
・
27
日
（
木
）
13
：
00
〜
13
：
30
に
、
西
ホ
ー
ル

２
階
・
セ
ミ
ナ
ー
会
場
Ｊ
で
行
う
。

　
講
師
は
、
も
の
づ
く
り
．
ｊ
ｐ
代
表
取
締
役
社
長
で
、
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞
編
集
長
剱
持
知
久
氏
。
講
演
の
後
、
業
界

探
訪
ツ
ア
ー
も
実
施
す
る
。

　
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
う
。
リ
ア
ル
は
会
議
棟
１
階
・
ア
ト
リ
ウ
ム
、
オ
ン

ラ
イ
ン
は
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ラ
イ
ブ
中
継
・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
。

　
会
場
中
央
の
ア
ト
リ
ウ
ム
に
設
置
し
た
ス
テ
ー
ジ
を
サ
テ
ラ

イ
ト
ス
タ
ジ
オ
と
し
、
こ
こ
か
ら
リ
ア
ル
会
場
の
来
場
者
、
そ

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
会
場
の
来
場
者
に
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
に
関
す
る
様

々
な
情
報
を
提
供
。
キ
ャ
ス
タ
ー
と
解
説
委
員
の
軽
快
な
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
で
構
成
し
、
展
示
会
を
よ
り
有
意
義
に
、
よ
り
楽
し

く
す
る
番
組
を
展
開
す
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
テ
ー
マ
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ド
セ
ッ
シ

ョ
ン
、
出
展
者
セ
ミ
ナ
ー
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が
連

日
企
画
さ
れ
て
い
る
。

企
画
続
々 

見
ど
こ
ろ
満
載
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製造業の将来を支える製造領域で
のAI活用とクラウドのニーズ

　少子高齢化による就労人口の減少という
わが国の社会的な課題に際して、将来にわ
たって国内製造業の生産力を維持、発展さ
せるためには、先進的な技術適用による業
務の効率化が必須となる。中でもAIの製
造領域での適用により、熟練者のスキルを
補ったり、従来自動化が不可能とされた領
域や、設定に非常に手間がかかった調整な
どが効率的に行えるようになることが期待
されている。特に、人間の視覚を代替する
ビジョンAIは、近年の技術的な発展によ
り、AIによる自動化が期待されている代
表的な領域である。
　ところが、このビジョンAIを実現する
ための機械学習のモデルを生成させるため
には、一時的に膨大なコンピュータによる
計算力が必要になる。しかし、いったん機
械学習のモデルができてしまえば、それを
実行するための軽微な計算力のみ必要で、
次回、機械学習のモデルを更新するまでは
大きな計算力は不要となる。このような一
時的に必要とされる計算力の実装には、専
用のコンピュータを購入して適用するより
も、必要なタイミングでコンピューティン
グリソースの動的な割り当てが行えるパブ
リッククラウドが向いている。
　今日、AIを活用した制御機器など工場
領域でのAIを活用したさまざまなソリュ
ーションが各社から提供されつつある。こ
こで重要なことは、ただ単に同じ機能を実
現するためにAIを使っているからという
理由で、すべての同じ機能のAIソリュー
ションが全く同じかというと、そうではな
いということである。つまり、今後は機能
面とともに、AIの使いやすさや性能な
ど、非機能面の特性にも着目して、ソリュ
ーションの選択を行うべきといえる。
　例えばAIを活用した外観検査において

は、複雑なコンピュータプログラミングの
技能やAIに関する知識を習得する必要な
く、画面操作による簡単な設定だけで、
AI画像検査システムの導入できるような
使いやすいシステムはAIの導入を加速さ
せる。
　また、不適合品を100％検出することに
加えて、適合品を不適合と誤認することが
できれば、さらに作業者の負荷を減らすこ
とができる。単なる合否判定だけではな
く、不適合の種類（キズ、変色、異物の付
着など）と不適合箇所の位置についての情
報もデータ化して提供されることによっ
て、不適合品の後処理やデータ分析も効率
化できる。
　今後は、さまざまな分野でより使いやす
く性能の良いAIが作業者を苦役から開放
し、熟練者の後継を担うことで、生産性の
高い工場経営に貢献することが期待されて
いる。（図1）

工場IoTデータ活用の基盤を提供
し、スマートな生産を実現するた
めのクラウド活用

　AIに代表されるような高度なデータ活
用に限らず、工場IoTを活用した簡単な視
覚化や統計解析によるデータ活用を行うた
めには、使い勝手の良いデータ基盤を整備
することが成功の鍵となる。ところが、工
場向けにデータ基盤を導入する際、高額な
投資に対する導入効果が明確にできないた
め経営層からの支持が得られなかったり、
構想が大きくなりすぎて頓挫するケースが
多く見受けられる。結果的に、部分的に適
用された複数の細切れのIoTシステムが分
断されて配置され大きな効果を狙うことが
難しい状況が多く見られる。
　そこでクラウドサービスを使って、大き
な初期投資なしで、まず小さくデータ基盤
を導入して、少しずつ効果を出しながら徐
々に大きなしくみに拡張していくようなア
プローチに期待がよせられている。クラウ
ドサービスを活用して、試しに小規模なト
ライアルから適用を開始する。基本的に従
量課金なので比較的少額な経費として決裁
を受けることが可能となる。トライアルで
効果が見えたら、さらに大きくシステムを
拡張して、より大きな効果を求めることが
できる。逆に特定の課題で効果が見えなけ
れば、使用を終了して、別の課題に取り組
むことが可能となる。（注：LAN敷設な
ど現場の工事への最小限の初期投資は必
要）
　とはいえクラウドの導入には手間がかか
るという印象を持たれているユーザーも多
いのではないだろうか。ここで、クラウド
サービスには主に3種類の提供形態があ
り、各々工場IoTデータの基盤として導入
する際には異なる特性をもっていることを
認識する必要がある。

・SaaS（サース：Software as a Service）
・PaaS（パース：Platform as a Service）
・IaaS（イアース：Infrastructure as a 
Service）
　初期の工場IoTのシステムのクラウド実
装は、IaaSが提供する仮想サーバのOS上
に今まで工場に設置されていたシステムを
そのままクラウドへ移行する方式や、
PaaSを使用してリファレンスアーキテク
チュア通りにシステムを構築するカスタム
実装による方式が主流であったため、柔軟
性はあるものの導入に手間がかかってい
た。今後は最小限の手間で導入可能で、
SaaSをベースにしたサービス提供が工場
向けのクラウド適用の主流となっていくと
想定される。
　つまり、すでにクラウド上に準備されて
いる工場IoTのシステムに対して簡単な設
定を行うだけで、工場に設置されているさ
まざまなエッジ側のソリューションと連動
して動作することが可能になる。これらの
ユースケースは、前出の外観検査の自動化
や、データおよびKPIの視覚化や統計解析
に加え、設備の異常検知、予兆保全、イン
ラインの品質管理、不適合要因の分析など
があげられる。すぐに使えることで、早々
に効果を出すことができるため、クラウド
サービスの適用によるスマートな生産が加
速することが期待されている。（図2）
　ここでセキュリティ面での懸念からクラ
ウドの導入を躊躇（ちゅうちょ）するケー
スが見受けられる。しかし、最も信頼性が
要求される金融分野や、重要な社会インフ
ラにおいてもパブリッククラウドが採用さ
れている状況を見れば、セキュリティ面で
の問題がないことは自明といえる。むし
ろ、今後はセキュリティを強化するために
も、高速な応答性が求められる制御系の信
号処理以外はクラウドへの移行が加速する
と予想される。すでにセキュリティを含む

クラウドに対する総合的な評価基準とし
て、政府情報システムのためのセキュリテ
ィ評価制度（ISMAP  イスマップ：
https://www.ismap.go.jp/csm）も認証
を開始した。
　このような認証基準を参照し、パブリッ
ククラウドは全てセキュリティが心配と短
絡的に考えるのではなく、適切な仕組みで
セキュリティを担保しているクラウドサー
ビスを選択して、正しく使用することは決
して難しいことではない。

「データの民主化」がもたらす新
しいデータドリブンな工場経営

　従来、工場IoTのデータ活用には、都
度、専任の担当者が分析対象となるデータ
の収集と整理を行い、データの準備に非常
に手間がかかっていた。ところが、SaaS
としてのクラウドサービスを活用すること
で、工場IoTデータ活用のための基盤とと
もに、常に最新の機能や性能を実装したツ
ール類がすぐに活用できる環境が提供され
るようになった。これらのツールは非常に
使いやすいかたちで提供されるため、専任
のデータサイエンティストでなくとも、製
造に携わるすべてのヒトがデータ活用する
ことで、各々の役割において適切な意思決
定を行うことができるようになる。
　このような仕組みによって、誰もが必要
なときに標準化されたデータ基盤上のデー
タにアクセスして、即、活用する環境が整
い「データの民主化」が促進される。そし
て、一部の熟練者の暗黙知に委ねられてい
た業務が、データ分析によって形式知化さ
れることで自動化される。客観的なデータ
に基づくコミュニケーションによって、生
産業務と管理業務が結び付けられて、真に
経営インパクトを生むデータドリブンな工
場経営の実施が普及・促進されることが期
待されている。（図3）

グーグル・クラウド・ジャパン合同会社　製造業担当インダストリーディレクター　澤近　房雄氏

製造領域でのAI適用と
工場IoTデータ活用基盤としてのクラウド利用

図1：AIを活用した外観検査イメージの例

図2：クラウドサービスが提供する工場IoTデータ活用基盤の例

図3：データドリブンな工場経営の実現
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Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ 

出
展
各
社
の

製
品
紹
介

３
つ
の
成
長
事
業
を
訴
求

アズビル

https://www.azbil.com/jp/product/factory/event/iifes

デジタル技術でつなぐ
持続可能な未来

し
て
掲
げ
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催
と
な

っ
た
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
２
０
２
２
の
リ
ア
ル

展
、
オ
ン
ラ
イ
ン
展
双
方
に
出
展
す

る
。
小
間
番
号
：
１
―
27
。
　

　
持
続
可
能
な
未
来
へ
つ
な
が
る
ア
ズ

ビ
ル
の
３
つ
の
成
長
事
業
領
域
（
新
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
型
事

業
）
に
お
け
る
「
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
」

を
、
各
種
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
最
新
の

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
通
し
て
紹

介
。
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
推
進
を
支
援
す
る
最
新
の
技
術

　
ア
ズ
ビ
ル
は
、
「
ア
ズ
ビ
ル
と
と
も

に
〝
体
験
〞
を
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
つ

な
ぐ
持
続
可
能
な
未
来
」
を
テ
ー
マ
と

・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
て
の
貢
献
な

ど
具
体
的
に
提
案
す
る
。
　

　
リ
ア
ル
展
で
は
、
１
月
26
日
に
ス
ポ

ン
サ
ー
ド
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
Ｄ
Ｒ
で
目
指

す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
」
も
開
催
す
る
。
こ

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
と
同

期
間
に
行
う
自
社
開
催
の
「
ア
ズ
ビ
ル 

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
２
冬
」

で
も
生
配
信
し
、
会
場
に
来
場
し
な
く

と
も
聴
講
が
可
能
だ
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
は
リ
ア
ル

展
で
実
施
す
る
出
展
者
セ
ミ
ナ
ー
を
含

む
７
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ラ
イ
ブ
配
信
し
、

リ
ア
ル
展
の
会
期
終
了
後
は
ア
ー
カ
イ

ブ
配
信
を
行
う
。

外
れ
に
く
く
引
張
耐
力
が
２
倍

サトーパーツ

https://www.satoparts.co.jp/

配線接続用クリップ「ＳａｔＣｏｎ
パワークリップシリーズ」

配
線
・
結
線
作
業
が
誰
で
も
簡
単
に
工

具
無
し
で
接
続
で
き
る
ス
ク
リ
ュ
ー
レ

ス
コ
ネ
ク
タ
な
ど
を
中
心
に
展
示
す

る
。
小
間
№
は
西
１
―
93
。

　
「
Ｓ
ａ
ｔ
Ｃ
ｏ
ｎ
パ
ワ
ー
ク
リ
ッ
プ

シ
リ
ー
ズ
」
は
、
引
張
耐
力
が
同
社
従

来
品
比
２
倍
に
ア
ッ
プ
し
た
「
Ｃ
―
１

０
０
シ
リ
ー
ズ
」
、
定
格
３
０
０
Ｖ
の

高
電
圧
に
対
応
し
た
「
Ｃ
―
１
０
０
―

Ｈ
シ
リ
ー
ズ
」
に
続
き
、
第
３
弾
と
し

て
「
Ｃ
―
１
０
０
―
Ｘ
」
の
販
売
を
開

始
し
た
。

　
「
Ｃ
―
１
０
０
―
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
」

は
、
Ｍ
５
―
Ｍ
６
サ
イ
ズ
の
ね
じ
頭
、

　
サ
ト
ー
パ
ー
ツ
は
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
に
、

み
の
む
し
ク
リ
ッ
プ
の
進
化
版
の
配
線

接
続
用
ク
リ

ッ
プ
「
Ｓ
ａ

ｔ
Ｃ
ｏ
ｎ
パ

ワ
ー
ク
リ
ッ

プ
シ
リ
ー

ズ
」
を
は
じ

め
、
先
端
交

換
・
組
み
合

わ
せ
自
在
の

「
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｅ

Ｋ
Ａ
Ｅ
チ
ッ

プ
」
、
現
場

電
線
（
ク
リ
ッ
プ
側
面
）
の
挟
み
込
み

が
可
能
に
な
っ
て
お
り
、
定
格
も
６
０

０
Ｖ
20
Ａ
と
高
圧
・
高
電
流
に
対
応
し

て
い
る
。
絶
縁
カ
バ
ー
色
は
６
色
が
完

備
。

　
パ
ワ
ー
ク
リ
ッ
プ
は
、
ク
リ
ッ
プ
歯

の
上
下
の
８
カ
所
で
ね
じ
の
ア
タ
マ
を

挟
み
保
持
す
る
ツ
メ
を
設
け
る
と
と
も

に
、
ね
じ
を
安
定
化
さ
せ
る
ス
ト
ッ
パ

ー
を
ク
リ
ッ
プ
歯
の
奥
に
設
け
る
こ
と

で
、
ね
じ
ア
タ
マ
を
完
全
に
挟
み
こ
ん

で
固
定
し
保
持
で
き
る
。

　
「
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ａ
Ｅ
チ
ッ
プ
」
は
、

先
端
部
が
バ
ナ
ナ
プ
ラ
グ
、
Ｙ
型
端

子
、
φ
２
ピ
ン
プ
ラ
グ
の
３
種
類
が
揃

っ
て
お
り
、
ジ
ャ
ッ
ク
と
合
わ
せ
た
４

種
類
セ
ッ
ト
も
完
備
。

安
心
と
安
全
を
ア
シ
ス
ト

国際電業

http://www.kdengyo.co.jp/

医療、産業機器関連商品群

の
商
品
群
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　
フ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
は
、
豊
富
な
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
そ
ろ
え
て
展
示
す

る
。

　
安
全
性
、
耐
久
性
、
防
水
性
、

低
電
圧
微
少
電
流
、
規
格
な
ど
の

あ
ら
ゆ
る
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

マ
ッ
チ
す
る
製
品
の
中
か
ら
ニ
ー

ズ
に
合
う
タ
イ
プ
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

　
ソ
レ
ノ
イ
ド
は
、
一
般
的
な
Ａ

Ｃ
ソ
レ
ノ
イ
ド
の
「
Ｓ
Ａ
シ
リ
ー

ズ
」
、
高
吸
引
力
形
サ
イ
レ
ン
ト

Ａ
Ｃ
ソ
レ
ノ
イ
ド
の
「
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｂ

　
国
際
電
業
は
、
安
心
と
安
全
を
ア
シ

ス
ト
す
る
医
療
機
器
、
産
業
機
器
関
連

シ
リ
ー
ズ
」
、
サ
イ
レ
ン
ト
Ｄ
Ｃ
ソ
レ

ノ
イ
ド
の
「
Ｓ
Ｓ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ
」
を
実

際
の
使
用
事
例
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し

て
い
く
。

　
ま
た
、
近
日
発
売
予
定
の
新
商
品
と

し
て
、
無
線
タ
イ
プ
で
あ
り
な
が
ら
、

電
池
不
要
の
無
給
電
フ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ

「
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｅ
―
１
」
も
紹
介
す
る
。

　
電
池
、
電
源
を
使
わ
ず
に
特
定
小
電

力
無
線
に
よ
り
送
信
が
可
能
で
、
出
力

方
式
も
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
受
信
機

と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
ケ
ー
ブ
ル

配
線
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
が
解
消
で
き
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
で
使
え
る
。

　
さ
ら
に
、
次
世
代
の
フ
ッ
ト
ス
イ
ッ

チ
と
し
て
２
連
フ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
（
３

Ｄ
タ
イ
プ
）
も
提
案
し
て
い
る
。

モ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
内
蔵

光洋電子工業

https://www.koyoele.co.jp/jp/

ＡＣサーボシステム

場
で
の
「
困
り
ゴ
ト
解
決
」
の
事
例
や

提
案
も
行
う
。

　
注
力
製
品
で
あ
る
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
シ
ス

テ
ム
は
、
サ
ー
ボ
ド
ラ
イ
バ
内
部
に
モ

ー
シ
ョ
ン
動
作
を
設
定
で
き
る
Ｐ
Ｒ
モ

ー
ド
を
内
蔵
し
、
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
や
位
置
決
め
ユ
ニ
ッ
ト
を
使
わ

ず
に
、
ド
ラ
イ
バ
と
モ
ー
タ
だ
け
で
小

規
模
装
置
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

エ
ア
シ
リ
ン
ダ
ー
か
ら
の
置
き
換
え

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
の
多
い
空
気
圧

が
不
要
に
な
り
、
省
エ
ネ
、
高
速
化
が

可
能
に
な
る
ほ
か
、
１
軸
位
置
決
め
や

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
装
置

　
光
洋
電
子
工
業
は
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
オ

ン
ラ
イ
ン
で
、「
創
造
価
値 

ｄ
ｅ 

ス
モ

ー
ル
ス
タ
ー

ト
！
」
を
テ

ー
マ
に
、
イ

チ
オ
シ
・
オ

ス
ス
メ
製
品

を
わ
か
り
や

す
く
紹
介
す

る
。
ま
た
、 

ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
事
業
か

ら
セ
ン
サ
ま

で
、
製
造
現

に
も
使
え
、
シ
ス
テ
ム
の
簡
素
化
を
実

現
で
き
る
。

　
ツ
ー
ル
ソ
フ
ト
に
は
、
オ
ー
ト
チ
ュ

ー
ニ
ン
グ
や
オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
な
ど
の

使
い
や
す
い
機
能
が
豊
富
に
そ
ろ
っ
て

い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

Ｓ
で
は
、
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
シ
ス
テ
ム
の
簡

単
な
使
い
方
や
、
新
製
品
の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
10
対
応
パ
ネ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
、
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
Ｓ
Ｊ-

Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
の
各
種
機
能
と
事
例
、
エ

ン
コ
ー
ダ
を
使
っ
た
事
例
、
置
く
だ
け

簡
単
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ｊ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｔ
製
「
稼
働

ア
ッ
プ
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ 

Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
」
な

ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
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Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ 

出
展
各
社
の

製
品
紹
介

Ｓ
Ｓ
Ｄ
と
Ｈ
Ｄ
Ｄ
を
混
載

東芝インフラシステムズ

https://www.toshiba.co.jp/infrastructure/company/exhibition/iifes2022.htm

産業用サーバ
「ＦＳ２００００Ｒ」

ス
テ
ム
を
披
露
す
る
。
小
間
№
西
４
―

02
。
オ
ン
ラ
イ
ン
展
も
出
展
。

　
新
製
品
の
産
業
用
サ
ー
バ
「
Ｆ
Ｓ
２

０
０
０
０
Ｒ
」
は
、
２
・
５
イ
ン
チ
Ｓ

Ｓ
Ｄ
と
３
・
５
イ
ン
チ
Ｈ
Ｄ
Ｄ
の
混
載

も
可
能
で
高
速
・
大
容
量
を
両
立
。
高

性
能
Ｇ
Ｐ
Ｕ
搭
載
に
も
対
応
す
る
十
分

な
電
源
容
量
と
冷
却
性
能
を
確
保
し
、

重
厚
長
大
産
業
で
実
績
の
あ
る
エ
ッ
ジ

で
の
Ａ
Ｉ
活
用
を
さ
ら
に
進
展
で
き

る
。

　
ま
た
、
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
「
Ｖ
ｍ
シ
リ
ー
ズ
ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
Ｆ
Ａ
」

は
、
産
業
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
Ｆ
Ａ
２
１

　
東
芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
ズ
は
、

「
デ
ジ
タ
ル
の
源
流
か
ら
Ｄ
Ｘ
へ
〜
進

化
し
続
け
る
東
芝
の
も
の
づ
く
り
総
合

力
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｄ
Ｘ
に
向
け
デ

ー
タ
の
見
え

る
化
な
ど
の

デ
ジ
タ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
で

集
め
た
デ
ー

タ
を
活
用
す

る
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ト
、
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
、
Ｉ
Ａ
シ

０
０
Ｔ
に
ソ
フ
ト
Ｐ
Ｌ
Ｃ
を
実
装
し
、

製
造
現
場
や
産
業
用
途
に
最
適
。

　
さ
ら
に
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
「
ｎ
Ｖ
―
Ｔ
ｏ
ｏ

ｌ
ｓ
ク
ラ
ウ
ド
」
は
、
サ
ブ
ス
ク
で
プ

ロ
グ
ラ
ム
変
更
を
リ
モ
ー
ト
で
対
応
可

能
。

　
一
方
、
リ
ス
ト
バ
ン
ド
型
セ
ン
サ

「
Ｍ
Ｕ
Ｌ
ｉ
Ｓ
ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
　
Ｍ
Ｓ
１
０

０
」
は
、
暑
さ
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
レ

ベ
ル
を
測
れ
、
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
で
デ

ー
タ
を
処
理
し
て
表
示
で
き
る
。
人
を

見
守
り
安
全
を
守
り
生
産
性
向
上
に
つ

な
げ
る
も
の
。
そ
の
ほ
か
、
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
二
次
電
池
「
Ｓ
Ｃ
ｉ
Ｂ
」
も
展

示
す
る
。

「
接
続
技
術
の
常
識
を
変
え
る
」

日本ワイドミュラー

https://www.weidmuller.co.jp/ja/index.jsp

SNAP IN採用 基板コネクタ
「Omnimate4.0」

初
の
新
接
続
技
術
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｐ
　
Ｉ
Ｎ
を

採
用
し
た
基
板
コ
ネ
ク
タ
「
Ｏ
ｍ
ｎ
ｉ

ｍ
ａ
ｔ
ｅ
４
・
０
」
、
装
置
の
性
能
を

左
右
す
る
要
素
製
品
の
１
つ
が
電
源
で

そ
の
電
源
動
作
状
況
を
通
信
に
て
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
監
視
す
る
こ
と
で
装
置
の

診
断
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
る
電

源
「
Ｐ
Ｒ
Ｏ
　
Ｔ
Ｏ
Ｐ
」
、
主
要
11
種

の
フ
ー
ル
ド
バ
ス
に
対
応
し
あ
ら
ゆ
る

Ｉ
Ｏ
種
類
を
完
備
し
た
革
新
的
な
デ
ザ

イ
ン
で
あ
る
リ
モ
ー
ト 

Ｉ
／
Ｏ
「
ｕ

―
ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
」
、
そ
し
て
そ
の
リ

モ
ー
ト
Ｉ
Ｏ
を
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し

ユ
ニ
ー
ク
な
エ
ン
ジ
ツ
ー
ル
で
実
現
す

　
日
本
ワ
イ
ド
ミ
ュ
ラ
ー
は
、
圧
着
端

子
や
圧
着
工
程
を
も
不
要
と
す
る
世
界

る
次
世
代
型
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
「
ｕ
―
ｃ

ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
ｌ
」
な
ど
を
紹
介
す
る
。

　
ま
た
「
リ
レ
ー
の
ワ
イ
ド
ミ
ュ
ラ

ー
」
と
し
て
、
長
年
世
界
で
リ
レ
ー
メ

ー
カ
の
１
社
と
し
て
認
知
さ
れ
、
現
在

も
安
定
的
に
生
産
供
給
を
行
っ
て
い
る

リ
レ
ー
も
紹
介
す
る
。
６
㍉
幅
か
ら
パ

ワ
ー
リ
レ
ー
ま
で
幅
広
い
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
に
対
応
し
た
数
少
な
い
リ
レ
ー
メ
ー

カ
の
１
社
で
、
ア
ジ
ア
式
ネ
ジ
接
続
、

Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
　
Ｉ
Ｎ 

接
続
の
両
ソ
ケ
ッ

ト
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
、
新
製
品
と
し

て
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
ア
ジ
ア
式
ネ
ジ
ソ

ケ
ッ
ト
に
対
応
し
た
強
制
ガ
イ
ド
付
き

安
全
リ
レ
ー
も
新
た
に
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

に
追
加
し
紹
介
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
オ
ー
プ
ン
対
応

ヒルシャー・ジャパン

https://www.hilscher.com/ja/

インテリジェント・エッジプラットフォーム
「ｎｅｔＦＩＥＬＤ」

門
企
業
」
と
し
て
、
幅
広
く
製
品
を
提

供
し
て
い
る
。

　
豊
富
な
実
績
を
持
つ
通
信
技

術
を
ベ
ー
ス
に
業
界
団
体
や
ビ

ジ
ネ
ス
活
動
を
通
じ
て
、
近
年

で
は
通
信
デ
ー
タ
の
高
価
値

化
、
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
を
提
供
す
る

製
品
展
開
を
行
っ
て
い
る
。

　
業
界
の
中
立
的
な
立
場
か
ら

結
集
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
、

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
で
は
、
エ
ッ
ジ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
ｎ
ｅ
ｔ
Ｆ

Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
」
を
正
式
発
表
す

　
ヒ
ル
シ
ャ
ー
は
「
産
業
用
Ｉ
ｏ
Ｔ
と

産
業
用
通
信
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
専

る
。
「
ｎ
ｅ
ｔ
Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
」
は
、
マ

ル
チ
プ
ロ
ト
コ
ル
対
応
で
設
備
デ
ー
タ

を
収
集
し
エ
ッ
ジ
処
理
す
る
だ
け
で
な

く
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
担
保
し
、
ア
プ

リ
の
リ
モ
ー
ト
更
新
や
管
理
、
さ
ら
に

容
易
な
デ
ー
タ
連
携
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

オ
ー
プ
ン
性
を
特
長
と
す
る
。

　
急
速
に
普
及
し
て
い
る
コ
ン
テ
ナ
技

術
に
よ
り
ア
プ
リ
開
発
に
注
力
で
き
る

環
境
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
ア
プ
リ

開
発
は
短
期
間
で
、
か
つ
維
持
開
発
を

大
幅
に
低
減
で
き
る
。
ま
た
産
業
用
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
だ
け
で
、
周

期
通
信
デ
ー
タ
を
自
動
解
析
し
、
選
択

し
た
デ
ー
タ
を
抽
出
す
る
ア
プ
リ
な
ど

も
取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。
小
間
№
１
―

26
。

装
置
の
状
況
把
握
が
容
易

鳥居電業

https://www.tois.co.jp/

ＥＷＯＮリモートメンテナンスルータ

　
鳥
居
電
業
は
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
で
、
Ｆ
Ａ

装
置
に
最
適
な
リ
モ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
ル
ー
タ
Ｅ
Ｗ
Ｏ
Ｎ
と
、
そ
の
他
の
デ

ー
タ
も
扱
え
る
通
信
変
換
機
器
を
展
示

す
る
。
小
間
番
号
１
―
17
。

　
Ｅ
Ｗ
Ｏ
Ｎ
の
リ
モ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
ル
ー
タ
を
装
置
の
頭
に
設
置
す
る

と
、
１
本
の
仮
想
的
な
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ

ル
を
構
築
し
て
装
置
に
直
結
し
た
の
と

同
様
に
な
り
、
事
務
所
に
い
な
が
ら
装

置
の
値
を
見
た
り
、
設
定
を
変
更
し
た

り
、
ま
た
問
題
が
特
定
で
き
れ
ば
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
修
正
ま
で
可
能
に
な
る
。
し

か
も
、
上
位
機
種
の
Ｆ
ｌ
ｅ
ｘ
ｙ
２
０

５
で
は
各
社
Ｐ
Ｌ
Ｃ
と
の
通
信
ド
ラ
イ

バ
や
Ｏ
Ｐ
Ｃ
　
ｂ
Ｕ
Ａ
に
も
対
応
し
て

お
り
、
デ
ー
タ
も
扱
え
る
。

　
Ｆ
ｌ
ｅ
ｘ
ｙ
２
０
５
本
体
の
メ
モ
リ

内
に
デ
ー
タ
を
取
り
込
む
と
、
装
置
の

Ｈ
Ｐ
を
作
成
、
ブ
ラ
ウ
ザ
で
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
と
し
て
見
る
こ
と
も
可
能
。

　
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
で
は
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ

ス
ル
ー
タ
の
実
機
を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム

構
成
を
展
示
し
、
ロ
ー
カ
ル
側
で
の
接

続
と
リ
モ
ー
ト
側
で
の
接
続
の
比
較
が

で
き
る
状
況
を
デ
モ
す
る
。
さ
ら
に
、

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ
接
続
装
置

を
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ
に
変
換
し

て
デ
ー
タ
を
取
り
込
ん
だ
り
、
Ａ
Ｗ
Ｓ

（
ア
マ
ゾ
ン
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
）に
接
続

し
デ
ー
タ
の
グ
ラ
フ
表
示
等
が
可
能
。



（13）　　　２０２２年（令和４年）１月２６日

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ 

出
展
各
社
の

製
品
紹
介

強
靭
で
高
い
基
本
性
能

フエニックス・コンタクト

https://anshin24.phoenix-contact.jp

電源ラインを守る
安心24ソリューション

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト
は
Ｉ

Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
展
で
、
〝
Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
＆
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
〞
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
お
客
さ
ま
の
未
来

へ
の
推
進
力
を
よ
り
一
層
加
速
さ
せ
る

べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
を
〝
接
続
（
Ｃ

Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
）
〞
し
、
お
客
さ
ま
と

の
〝
信
頼
（
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
）
〞
を
つ
な

ぐ
、
革
新
的
な
製
品
群
、
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
展
示
す
る
。

　
安
心
24
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
強

靭
さ
と
高
い
基
本
性
能
を
誇
る
ス
イ
ッ

チ
ン
グ
電
源
と
Ｄ
Ｃ
―
Ｄ
Ｃ
コ
ン
バ
ー

タ
を
は
じ
め
、
サ
ー
ジ
保
護
の
た
め
の

対
サ
ー
ジ
デ
バ
イ
ス
、
停
電
・
瞬
低
に

対
す
る
産
業
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ
、
電
源
故
障
に

対
す
る
冗
長
化
モ
ジ
ュ
ー
ル
、
短
絡
・

過
負
荷
に
対
す
る
電
子
式
サ
ー
キ
ッ
ト

ブ
レ
ー
カ
と
、
電
源
ラ
イ
ン
を
阻
害
す

る
要
因
に
対
抗
す
る
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
。

　
２
月
に
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。

　
近
日
中
に
安
心
24
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
あ
る
ク
イ
ン
ト
マ
ン
の
未
公
開
ス
ペ

シ
ャ
ル
動
画
の
初
公
開
を
予
定
し
て
い

る
。

コ
マ
ン
ド
ス
イ
ッ
チ
も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

富士電機／富士電機機器制御

https://www.fujielectric.co.jp/fcs/

スプリング端子機器「Ｆ-ＱｕｉＱ」

く
り
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

に
貢
献
す
る
富
士
電
機
の
取
り
組

み
）
」
を
テ
ー
マ
に
出
展
す
る
。

　
富
士
電
機
機
器
制
御
は
、
盤
設
計
の

省
工
数
化
、
小
型
・
省
ス
ペ
ー
ス
化
に

貢
献
す
る
ス
プ
リ
ン
グ
端
子
機
器
「
Ｆ

―
Ｑ
ｕ
ｉ
Ｑ
」
を
採
用
し
た
機
器
の
拡

販
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
、
配
線

用
遮
断
器
・
漏
電
遮
断
器
、
サ
ー
キ
ッ

ト
プ
ロ
テ
ク
タ
、
電
磁
接
触
器
・
電
磁

開
閉
器
、
リ
レ
ー
・
タ
イ
マ
用
ソ
ケ
ッ

ト
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
モ
ー
タ
ス
タ
ー
タ
で

ス
プ
リ
ン
グ
端
子
機
器
「
Ｆ
―
Ｑ
ｕ
ｉ

Ｑ
」
を
採
用
し
て
い
る
。

　
富
士
電
機
／
富
士
電
機
機
器
制
御
は

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
展
に
「
お
客

様
と
共
に
創
造
す
る
　
未
来
の
も
の
つ

今
回
、
新
た
に
コ
マ
ン
ド
ス
イ
ッ
チ
を

追
加
し
、
制
御
盤
を
構
成
す
る
制
御
機

器
全
体
の
ス
プ
リ
ン
グ
端
子
の
カ
バ
ー

率
を
高
め
た
。

　
ス
プ
リ
ン
グ
端
子
機
器
「
Ｆ
―
Ｑ
ｕ

ｉ
Ｑ
」
は
、
電
線
を
挿
入
す
る
だ
け
で

配
線
作
業
が
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
盤

内
機
器
の
配
線
工
数
削
減
に
よ
る
ス
ピ

ー
デ
ィ
な
作
業
を
実
現
し
て
生
産
性
を

向
上
す
る
と
と
も
に
、
ス
キ
ル
に
依
存

し
な
い
配
線
作
業
が
で
き
る
。
ま
た
、

振
動
に
強
く
納
入
後
の
長
期
間
の
使
用

に
よ
る
ね
じ
の
ゆ
る
み
も
発
生
し
な

い
。
制
御
盤
に
お
け
る
「
省
力
化
」
が

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
な
か
、

「
Ｆ
―
Ｑ
ｕ
ｉ
Ｑ
」
の
認
知
度
が
さ
ら

に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

Ｄ
Ｘ
で
新
た
な
価
値
を
創
造

三菱電機

http://www.mitsubishielectric.co.jp/fa/compass/xhibition/2022/iifes2022/

現場からクラウドまで
ワンストップで実現

製
造
業
の
お
客
さ
ま
に
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
新

た
な
価
値
創
造
の
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
提

案
す
る
。
ま
た
、
三
菱
電
機
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
内
に
専
用
の
特
設
サ
イ
ト
を
開
設

し
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
公
式
サ
イ
ト
内
の

「
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
２
０
２
２
Ｏ
ｎ
ｌ
ｉ
ｎ

ｅ
」
と
連
動
し
た
豊
富
な
コ
ン
テ
ン
ツ

や
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
配
信
す

る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
の
三
菱
電
機
ブ
ー
ス
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ

ン
グ
を
現
場
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
ま
で
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
実
現
し
た
世
界
を
メ
イ
ン

デ
モ
で
紹
介
。
ま
た
、
①
設
計
・
立
ち

　
三
菱
電
機
は
１
月
26
日
〜
２
月
25
日

ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
る
Ｉ

Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
で
、
「
Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ 

　
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
〜

『
新
し
い
も
の
づ
く
り
』
時
代
を
勝
ち

抜
く
、
現
場

起
点
の
Ｄ
Ｘ

〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
最
新

の
Ｆ
Ａ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン

・
機
器
・
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア

を
出
展
し
、

上
げ
（
３
Ｄ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ロ

ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る
工
数
削
減

な
ど
）
②
製
造
（
工
場
の
稼
働
監
視
や

Ａ
Ｉ
に
よ
る
省
エ
ネ
診
断
、
デ
ー
タ
分

析
支
援
な
ど
）
③
運
用
・
保
守
（
Ａ
Ｉ

に
よ
る
Ｆ
Ａ
機
器
の
異
常
診
断
、
回
転

機
の
予
知
保
全
な
ど
）
④
ク
ラ
ウ
ド

（
Ａ
ｚ
ｕ
ｒ
ｅ
や
Ａ
Ｗ
Ｓ
を
使
っ
た
デ

ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
や
ス
マ
ー
ト
製
造
化
な

ど
）
⑤
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ト
レ
ン
ド

（
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
推
進
な
ど
の
ト
レ
ン
ド
）
⑥
ス

モ
ー
ル
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
業
種
特
化
型
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
簡
単
に
導
入
で
き
る
Ｉ

ｏ
Ｔ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）
の
６

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
最
新
の
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
す
る
。

大
規
模
シ
ス
テ
ム
を
効
率
的
に
実
現

ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ協会

http://www.mechatrolink.org/jp/

オープンフィールドネットワークの
進化で現場革新

Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
（
メ
カ
ト

ロ
リ
ン
ク
）
と
新
し
い
セ
ン
サ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
Σ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ 

Ⅱ
（
シ
グ

マ
リ
ン
ク 

ツ
ー
）
を
紹
介
す
る
。
小

間
番
号
西
ホ
ー
ル
４
―
24
。

　
新
世
代
の
産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｍ

Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
―
４
は
、

従
来
の
機
能
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
、
よ

り
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
を
効
率
的
に
実

現
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
装
置
内
に
多

数
設
置
さ
れ
る
セ
ン
サ
の
情
報
は
、
セ

ン
サ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Σ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ 

Ⅱ
を
利
用
す
る
こ
と
で
モ
ー
シ
ョ
ン
デ

ー
タ
と
同
期
し
た
状
態
で
収
集
が
で
き

　
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
協
会

（
Ｍ
Ｍ
Ａ
）
は
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
で
、
オ
ー

プ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
Ｍ

る
よ
う
に
な
る
。
本
ブ
ー
ス
で
は
、
こ

れ
ら
の
技
術
を
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
分

か
り
や
す
く
紹
介
す
る
。

　
他
に
も
、
従
来
の
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
―
Ⅱ
／
Ⅲ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
や
、
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

協
会
の
メ
ン
バ
ー
企
業
に
よ
る
展
示
コ

ー
ナ
ー
も
ブ
ー
ス
内
に
設
け
、
お
客
さ

ま
の
課
題
相
談
や
シ
ス
テ
ム
提
案
を
行

う
。

　
な
お
、
２
月
に
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
協
会
会
員
企
業
を
対
象

に
、
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
―

４
開
発
者
向
け
の
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

 

（
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
）



２０２２年（令和４年）１月２６日　　　（14）

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ 

出
展
各
社
の

製
品
紹
介

超
高
速・多
軸
制
御
を
Ｐ
Ｃ
で
実
現

モベンシス

https://www.movensys.com

ソフトモーション制御
プラットフォーム「WMX」

は
、
２
０
２
１
年
11
月
に
ソ
フ
ト
サ
ー

ボ
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
か
ら
モ
ベ
ン

シ
ス
株
式
会
社
へ
と
社
名
を
変

更
。
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
で
は
Ｆ
Ａ
メ
ー

カ
ー
と
の
協
業
の
取
り
組
み
を
紹

介
す
る
。

　
「
Ｗ
Ｍ
Ｘ
３
」
は
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ 

ベ
ー
ス
の
自
社
開
発
モ

ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
で
、
モ

ー
シ
ョ
ン
制
御
ボ
ー
ド
を
代
替
す

る
。
市
販
の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ 

Ｐ
Ｃ
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
だ
け
で
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト

ベ
ー
ス
の
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
通
信

　
Ｐ
Ｃ
ベ
ー
ス
の
ソ
フ
ト
モ
ー
シ
ョ
ン

専
門
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
モ
ベ
ン
シ
ス

（
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
、
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ

ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ
　
Ｔ
Ｓ
Ｎ
、
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
―

ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
　
Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
（
Ｒ
Ｔ

Ｅ
Ｘ
）
、
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｋ
）
技
術
と
製
造
装
置
の
高
速
多
軸
モ

ー
シ
ョ
ン
制
御
の
融
合
を
実
現
す
る
。

１
台
の
Ｐ
Ｃ
で
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ー
シ
ョ

ン
制
御
が
で
き
、
超
高
速
、
高
精
度
に

必
要
な
リ
ア
ル
タ
イ
ム
制
御
ス
レ
ッ
ド

を
装
置
に
合
わ
せ
て
設
定
し
て
使
用
で

き
、
省
配
線
も
実
現
で
き
る
。

　
半
導
体
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
ロ
ボ
ッ

ト
産
業
、
二
次
電
池
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
デ
バ
イ

ス
な
ど
の
分
野
で
Ｗ
Ｍ
Ｘ
が
採
用
さ

れ
、
特
に
半
導
体
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

製
造
装
置
の
前
・
後
工
程
で
広
く
適
用

さ
れ
て
い
る
。

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
モ
ノ
づ
く
り
実
践

横河電機

https://www.yokogawa.co.jp/expo/event/iifes2022

測る力とつなぐ力で価値共創

よ
る
革
新
的
な
も
の
づ
く
り
の
実
践
」

に
貢
献
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
出
展

す
る
。
リ
ア
ル
展
の
出
展
と
出

展
者
セ
ミ
ナ
ー
は
見
合
わ
せ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
展
の
み
の
出
展
と

な
る
。
リ
ア
ル
展
で
予
定
し
て

い
た
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
展
で
全
て
閲
覧
が
可
能
。

　
５
つ
の
ニ
ー
ズ
、
ス
マ
ー
ト

工
場
、
脱
炭
素
、
設
備
管
理
最

適
化
、
安
全
・
安
心
、
環
境
対

応
に
向
け
た
取
り
組
み
と
と
も

に
、
Ｄ
Ｘ
に
向
け
た
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
掲
載
。
Ｄ
Ｘ
の
基
盤

　
横
河
電
機
、
横
河
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
、
横
河
計
測
は
、
「
Ｄ
Ｘ
に

と
な
る
Ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ 

Ｃ
ｌ
ｏ

ｕ
ｄ
と
統
合
情
報
サ
ー
バ
、
プ
ラ
ン
ト

デ
ー
タ
の
活
用
実
績
が
あ
る
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
防
爆
電
気
機
器
規

格
適
合
試
験
制
度
か
ら
認
定
さ
れ
て
い

る
遠
隔
操
作
が
可
能
な
設
備
点
検
ロ
ボ

ッ
ト
を
活
用
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
紹
介
す
る
。

　
併
せ
て
、
複
数
の
測
定
器
に
よ
る
測

定
を
時
間
軸
で
合
わ
せ
る
統
合
同
期
計

測
を
実
現
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
、
計
測
機
器
の
構
成
に
役

立
つ
製
品
を
紹
介
す
る
。

　
出
展
者
セ
ミ
ナ
ー
で
予
定
し
て
い
た

３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
自
社
の
バ

ー
チ
ャ
ル
展
示
会
サ
イ
ト
で
オ
ン
デ
マ

ン
ド
配
信
す
る
予
定
だ
。

高
速
で
デ
ー
タ
収
集
・
送
信

ワゴジャパン

https://www.wago.co.jp/

Ｄｏｃｋｅｒ搭載の
エッジデバイス

ー
ル
さ
れ
て
い
る
Ｄ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｒ
を
使

用
し
、
Ｎ
ｏ
ｄ
ｅ
―
Ｒ
ｅ
ｄ
、
Ｇ
ｒ
ａ

ｆ
ａ
ｎ
ａ
、
Ｉ
ｎ
ｆ
ｌ
ｕ
ｘ
Ｄ
Ｂ
な
ど

標
準
的
な
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
に
対
応
し
、
収
集
デ
ー
タ
の
分
析

や
見
え
る
化
も
実
現
可
能
。
ま
た
、
Ｖ

Ｐ
Ｎ
の
ほ
か
Ｔ
ｏ
ｓ
ｉ
ｂ
ｏ
ｘ
や
Ｈ
ｏ

ｏ
ｃ
に
も
対
応
し
高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
を
備
え
る
。

　
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｏ
エ
ッ
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

（
７
５
２
―
８
３
０
３
／
８
０
０
０
―

０
０
０
２
）
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ
に
Ａ
Ｒ
Ｍ 

Ｃ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｘ
―
Ａ
９
ク
ア
ッ
ド
コ
ア

プ
ロ
セ
ッ
サ
、
Ｏ
Ｓ
に
は
Ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｄ

　
生
産
シ
ス
テ
ム
の
制
御
シ
ス
テ
ム
の

ク
ラ
ウ
ド
利
用
に
は
、
現
場
の
デ
ー
タ

を
処
理
す
る
高
性
能
な
エ
ッ
ジ
デ
バ
イ

ス
の
要
求
が
高
ま
っ
て
い
る
。
Ｗ
Ａ
Ｇ

Ｏ
エ
ッ
ジ
デ
バ
イ
ス
は
、
デ
ー
タ
収
集

と
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
送
信
処
理
を
高
速
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
プ
リ
イ
ン
ス
ト

ｄ
ｅ
ｄ
　
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
を
搭
載
し
、
外

部
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
に
は
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

ｎ
ｅ
ｔ
ポ
ー
ト
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
ポ
ー
ト
、
Ｕ

Ｓ
Ｂ
ポ
ー
ト
の
ほ
か
、
フ
ィ
ー
ル
ド
デ

バ
イ
ス
や
セ
ン
サ
の
接
続
が
可
能
な
シ

リ
ア
ル
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
、
デ
ジ
タ

ル
入
力
／
出
力
を
搭
載
し
て
い
る
。
Ｉ

Ｅ
Ｃ
６
１
１
３
１
―
３
Ｐ
Ｌ
Ｃ
プ
ロ
グ

ラ
ム
言
語
に
対
応
。

　
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｏ
エ
ッ
ジ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

（
７
５
２
―
９
４
０
０
、
７
５
２
―
９

４
０
１
）
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ
に
１
・
91
Ｇ
㎐

の
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ク
ア
ッ
ド
コ
ア
Ａ
ｔ
ｏ

ｍ
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
Ｏ
Ｓ
に
は
Ｄ
ｅ
ｂ
ｉ

ａ
ｎ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
を
搭
載
。
デ
バ
イ
ス

設
定
や
Ｄ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｒ
コ
ン
テ
ナ
を
Ｗ

ｅ
ｂ 

Ｇ
Ｕ
Ｉ
で
一
元
管
理
可
能
。

主
回
路
極
性
な
し
で
双
方
向
の
電
流
遮
断

ＷａｓｈｉＯＮ共立継器

http://www.washion.co.jp

直流電磁接触器

心
、
迅
速
を
も
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
電
源

分
野
で
製
品
開
発
を
行
い
、
実
績
を
築

き
あ
げ
て
い
る
。

　
中
で
も
、
鉄
道
車
両
用
継
電
器
は
１

９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
旧
国
鉄
で
初

採
用
さ
れ
て
以
来
50
年
以
上
、
最
高
品

質
の
製
品
提
供
に
努
め
て
い
る
。

　
最
近
で
は
、
鉄
道
車
両
用
モ
ー
タ
ー

の
開
閉
に
使
用
す
る
三
相
高
圧
真
空
電

磁
接
触
器
、
イ
ン
バ
ー
タ
回
路
の
二
重

化
用
電
源
切
換
器
、
得
意
と
す
る
直
流

制
御
技
術
を
生
か
し
、
主
回
路
の
極
性

の
な
い
双
方
向
の
電
流
遮
断
可
能
な
バ

ッ
テ
リ
用
電
磁
接
触
器
、
コ
ン
デ
ン
サ

　
Ｗ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
Ｏ
Ｎ
共
立
継
器
は
電
気

接
触
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と

し
て
、
創
立
よ
り
62
年
、
創
意
、
企
画

放
電
用
ｂ
接
点
の
電
磁
接
触
器
な
ど
を

開
発
。
い
ず
れ
も
、
鉄
道
車
両
業
界
で

実
績
を
築
い
て
い
る
。

　
今
後
も
、
長
年
の
納
入
実
績
に
慢
心

せ
ず
、
新
た
な
需
要
を
求
め
、
新
製
品

開
発
に
力
を
入
れ
て
行
く
。

　
一
方
、
非
常
用
発
電
機
に
欠
か
せ
な

い
電
源
切
換
開
閉
器
「
Ｓ
Ｓ
Ｋ
シ
リ
ー

ズ
」
は
、
バ
イ
パ
ス
回
路
搭
載
に
よ
り

電
源
供
給
を
止
め
る
こ
と
な
く
交
換
・

点
検
が
可
能
な
引
出
形
、
制
御
回
路
不

要
で
安
価
な
手
動
操
作
形
、
停
電
時
間

を
短
く
出
来
る
高
速
動
作
形
な
ど
が
完

備
。
長
年
の
実
績
に
裏
付
け
さ
れ
た
専

門
メ
ー
カ
ー
な
ら
で
は
の
豊
富
な
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
を
誇
る
。

 

（
紙
上
参
加
）


